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閲
日
本
野
鳥
の
会

且
園
翌
器
壁
墜
需
函
会
鵬

こ
と
し
も
「
日
野
市
平
和
事
業

市
民
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ

山
田
裕
大
く
ん
（
や
ま
だ
．

ゆ
う
た
。
平
成
7
年
6
月
1
日

午
前
9
時
36分
生
ま
れ
。
父
・

準
一
さ
ん
、
母
・
早
苗
さ
ん
。

日
野
本
町
4
の
11
の
10)

自然保護活動の国際拠点

7 忍砂〗岳1 ん’·△”

建設が始まりました
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
―
―
―
-
l

を
い
た
だ
き
、
平
和
事
業
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
す
。日

野
市
は
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
い
、
平
和
が
市
民
生
活
の
基
本

で
あ
る
と
い
う
理
念
か
ら
「
日
野

市
核
兵
器
廃
絶
•
平
和
都
市
宣

言」

(
1
9
8
2年
10月
8
日
）
を

行
い
、
ま
た
、
平
和
事
業
を
継
続

•
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
「
日

野
市
平
和
事
業
基
金
条
例
」

(
1
9

8
8年
4
月
1
日
制
定
・
基
金
1

億
円
）
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
有
効
活
用
し
、
平
和

事
業
を
さ
ら
に
活
力
あ
る
も
の
と

し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
こ
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閲
日
本
野
鳥
の
会
の
活
動
の
拠

点
、
鳥
と
緑
の
国
際
セ
ン
タ
ー

（
愛
称

1
1
W
I
N
G
“
)
の
起
工
式

が
、
去
る

5
月
24
日
、
南
平
二
丁

目
地
内
の
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
国
内
外
か

ら
の
自
然
保
護
活
動
へ
の
要
請
に

こ
た
え
る
た
め
の
本
格
的
な
施
設

で
、
研
究
活
動
や
情
報
収
集
•
発

信
、
地
元
の
人
た
ち
へ
の
環
境
学

習
、
ま
た
特
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
網

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
利
用
し

た
情
報
交
換
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
国

際
的
な
情
報
発
信
基
地
と
な
る
も

の
で
す
。

市
は
、
こ
の
建
設
用
地
を
30年

間
無
償
貸
与
し
ま
す
。

＊
概
要

▽
建
設
場
所
11南
平
2
の
35の
2

の
日
野
市
平
和
事
業
市
民
会
議
で

こ
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
こ
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
11
7
月
13日
出
午
後
2
時

1
4時

▽
会
場
11市
役
所
4
階
庁
議
室

▽
申
込
み
1
1
6月
28日
⑥
ま
で
に

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
、
日
野
市
役
所

総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

(-T191神

明
1
の
12
の
1
6内
線
432)
へ
※

ハ
ガ
キ
の
場
合
は
「
平
和
事
業
市

民
会
議
参
加
希
望
」
と
明
記
の
う

え
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11総
務
部
庶
務
課
6

内
線
432

▽
敷
地
面
積
11約
6
千
600平
方
店

▽
建
設
規
模
11延
べ
床
面
積
995.

9
平
方
店
（
第
1
期
675.05平
方

店
、
第
2
期
320.85平
方
屈
）

▽
建
物
11研
究
室
、

A
V
シ
ア
タ

ー
、
自
然
美
術
館
、
野
鳥
図
書
館

な
ど

貨
建
設
・
資
金
計
画

工
事
は
2
期
に
分
け
、

1
期
分

が
来
春
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。
建
設

費
用
3
億
5
千
万
円
は
、
自
己
資

金
・
助
成
団
体
か
ら
の
補
助
・
企

業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
で
賄
わ
れ

ま
す
。以

上
、
鳥
と
緑
の
国
際
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
閲

日
本
野
鳥
の
会

(
6
0
3
.
3
4
6

3
.
8
8
6
1
)
へ。

（
広
報
課
）

rnB屑
庫

庫

嘩

試

出
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
掛
出

訓攀
疇
蝙
襴
看
?6
揮
躙
翅

日
野
市
で
は
、
毎
年
11
月
3
日
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

の
市
制
施
行
記
念
日
に
日
野
市
表
方
や
地
域
の
生
活
安
定
・
環
境
保

彰
条
例
に
よ
る
市
民
功
労
者
の
表
，
全
・
教
育
振
興
・
文
化
や
福
祉
の

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
方
、
産

►
完
成
予
想
図
こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
業
や
科
学
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

後

き

た

方

、

他

の

模

範

と

な

る

善

行

の
あ
っ
た
方
を
「
市
民
功
労
者
」

と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
問
辺
に
市
民
功
労
者

と
し
て
、
表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
方
（
表
彰
候
補
者
）
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

日野市猥境

基本計画検討

委員会委員

公
募
し
ま
す

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
推
隅
に
当
た
っ
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
在
職
年
数
な
ど

の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
1
1
6月
17
日
固
1
7

月
31日
困
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く）▽
受
付
場
所
11表
彰
区
分
こ
と
の

7
月
は
強
調
月
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
は
、
▽
日
時
11
7
月
1
日
卸
午
前
8
時

す
べ
て
の
人
が
犯
罪
の
防
止
と
罪

30分
1
9時
30分

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
▽
場
所

1
1
J
R中
央
線
日
野
駅
・

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
豊
田
駅
、
京
王
線
高
幡
不
動
駅
・

場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
百
草
園
駅

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
※
市
内
各
地
で
、
更
生
保
護
婦
人

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
会
、

B
B
S、
各
機
関
・
団
体
と

毎
年
7
月
は
、
こ
の
運
動
の
強
連
携
し
て
「
地
球
の
環
境
問
題
・

調
月
間
で
、
こ
と
し
の
重
点
目
標
少
年
の
健
全
育
成
問
題
」
を
重
点

は
「
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
と
し
た
集
会
も
予
定
。

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
▽
問
合
せ
先
11南
多
摩
東
保
護
司

と
参
加
を
求
め
る
」
で
す
。
会
日
野
分
区
（
市
川
6
9
1
.
5
5

非
行
や
犯
罪
も
現
在
の
社
会
事

7
0
)

情
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
す
べ
て
の
責
任
が
非
行

・
犯
罪
者
に
あ
る
と
は
必
ず
し
も

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

非
行
・
犯
罪
に
陥
っ
た
人
々
の

更
生
を
支
え
、
非
行
・
犯
罪
を
防

止
す
る
た
め
、
市
民
皆
さ
ん
の
こ

理
解
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＠
駅
頭
広
報
活
動

こ
の
強
調
月
問
に
ち
な
み
、
駅

頭
で
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

日
野
市
環
境
基
本
条
例
が
4
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
基
づ
く
環
境
基
本

計
画
等
の
策
定
に
当
た
り
、
検
討

委
員
会
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

委
員
会
は
10人
で
構
成
し
、
年

間
5
、
6
回
の
開
催
で
、
委
員
の

任
期
は
約
2
年
間
の
予
定
で
す
。

募
集
人
数
・
応
募
方
法
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
対
象
11日
野
市
民
（
他
の
公
募

委
貝
に
な
ら
れ
て
い
る
方
は
除

く）

▽
募
集
人
数
1
1
3人

▽
応
募
方
法
1
1
6月
25日
図
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
野
市
役

所
企
画
課
(
〒
191神
明
1
の
12
の

1
)

へ

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、

7
月
2

日
図
午
後
1
時
30分
か
ら
市
役
所

1
階
101会
議
室
で
公
開
抽
選
を
行

い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11企
画
課
6
内
線
416

公正証書についての

相談は、多摩公証役場

（ft0423-38-8605)へ

市
役
所
の
担
当
課
ま
た
は
市
役
所

4
階
総
務
部
庶
務
課

▽
提
出
書
類

11推
隅
書
※
指
定
用

紙
が
総
務
部
庶
務
課
に
あ
り
ま
す

▽
表
彰
者
の
決
定
11推
薦
さ
れ
た

表
彰
候
補
者
を
「
日
野
市
表
彰
審

査
会
」
で
審
査
の
う
え
決
定

▽
問
合
せ
先
11総
務
部
庶
務
課
6

内
線
432
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一

方
か
ら
渡
っ
て
く
る
夏
鳥
で
、
川
岸
や
湿
t

一

一
地
な
ど
、
ヨ
シ
の
茂
っ
た
と
こ
ろ
に
住
む
i

？
 

一

3

全
長
18
吐
丘
ほ
ど
の
、
ウ
グ
イ
ス
色
を
し

f

:9
，̂
 

ン
ー
た
鳥
で
す
。
鳴
き
声
か
ら
、
「
行
々
子
（
ぎ
ょ
{

9
 

•

• 

o
 

ー
・

ド

、

｀
 

i

チ
野
ぅ
ぎ
ょ
う
し
）
」
と
い
う
俗
名
も
あ
り
ま
す
。

叫

一

ツ

日

醤

や

か

に

さ

え

ず

っ

て

い

る

の

は

雄

叫一

0
 

｀

だ

そ

う

で

す

が

、

こ

の

写

真

を

撮

っ

た

時

暉

0
 

.、

-

奮

オ

n

も
、
頭
と
の
ど
の
毛
を
逆
立
て
て
、
大
き
i

叫0
 

●
、

"

な

声

で

さ

え

ず

っ

て

い

て

、

そ

の

口

の

中

＂

•••••• 
，

．

'

-

0
 

．
 

象
い
色
の
鮮
や
か
さ
が
印
象
的
で
し
た
。i

0
 

一

0
 

羞

一

0
 

．唸ゞ
‘.
、5
,

．

-

i

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

泌

、
て

各
索
義
淡
登

叫

、
ふ
畠
疇
咬

一

叫

ハ
ナ
ウ
ド
の
白
い
花
が
満
開
の
初
夏
の

0
 

埓

一

0
 

資
．
‘

叫
多
摩
川
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
様
々

」

-

0
 

くさ・

攣
i

一
な
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
ま
す
。

、

忍
で

色．．`
i`

.
〗
遵．．
 

’
 

i

そ
の
中
で
、
「
ギ
ョ
ギ
ョ
ッ
シ
、
ギ
ョ
ギ

入
玲

_
ョ
ッ
シ
、
ケ
ケ
シ
ケ
ケ
シ
」
と
ひ
と
き
わ

妥

薇

、

＇

象

腎

ぶ

0加

荼．

一

_
大
き
な
声
で
、
に
き
や
か
に
さ
え
ず
っ
て

後

裟

撚

繹
免恐．

貪

一

終

,
9
 

袋
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：
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い
る
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が
い
ま
す
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こ
疋
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
を
求
め
意
見
書
を
送
付
｛

皿

定
住
外
国
人
に
地
方
参
政
権
を
付
与
す
る
こ
と
を
求
め
、
日
野
市
長
が
自
治
大
臣
に
一

叩
意
見
書
（
原
文
掲
載
）
を
送
付
し
ま
し
た
。

叫

自
治
大
臣

禽
田
寛
之
様

枷

定

住

外

国

人

の

地

方

参

政

権

に

関

す

る

意

見

書

{

i

国
際
化
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
地
方
都
市
に
定
住
す
る
外
国
人
の
数
も
、
ま
す
ま
す
｛

[
ふ
え
る
傾
回
に
あ
り
ま
す
。

i

一
般
の
定
住
外
国
人
は
、
外
国
人
登
録
法
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
住
民
と
し
て
伽

～
届
け
出
を
行
い
、
納
税
義
務
を
果
た
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
日
常
生
活
を
送
っ
咄

0

て
お
り
ま
す
。

ー
し
か
し
、
国
の
公
職
選
挙
法
や
地
方
自
治
法
の
規
定
で
は
、
定
住
外
国
人
に
対
す
る

叫

＂
選
挙
権
は
認
め
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

1

先
般
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
「
憲
法
は
法
律
で
地
方
公
共
団
体
の
選
挙
権
を
付
与
i

：
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、
憲
法
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
画
一

↓
期
的
な
判
例
を
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

i

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
で
は
、
す
で
に
合
法
的
に
定
住
外
国
人
に
選
挙
権
を
認
め
る
制
i

叫
度
が
採
ら
れ
て
お
り
、
定
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
は
国
際
的
な
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
～

叫

り
ま
す
。
我
が
国
と
民
族
が
憲
法
に
唱
え
る
国
際
的
な
地
位
を
占
め
、
発
展
し
て
い
く
—

川
た
め
に
も
、
定
住
外
国
人
が
地
方
自
治
体
に
於
い
て
市
民
権
を
も
つ
こ
と
は
国
際
友
好
＂

叫
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

i

国
に
お
か
れ
て
は
、
定
庄
外
国
人
に
対
す
る
地
方
参
政
権
を
付
与
す
る
た
め
の
選
挙
-

ニ
制
度
に
必
要
な
法
整
備
を
早
急
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
意
見
書
を
も
っ
て
、
要
望
す
る
次
-

i

第
で
あ
り
ま
す
。

日

野

市

長

-

0
1
9
9
6年
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月
24日

會
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＿
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市役所
代表電話

霊85-1111

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

市
内
の
賃
貸
住
宅
空
き
家
の
入
居

希
望
者
を
、
先
着
順
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▽
主
な
申
込
資
格
1
1
①
都
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
の
方
②
原
則
と

し
て
20歳
以
上
の
方
③
同
居
親

族
の
い
る
方
④
収
入
基
準
を
満

た
し
て
い
る
方
⑤
連
帯
保
証
人

先省類に

受けがけ

伶毯員菌但寇

●―

-
I
-
-
9
-
.
9
-
.
9
 .. 9
：
●
曇
曹
・
一
●
：
一

1
:
•
I
:
I

—
-
1
-

＿
•
―

.

.
 

育

成

手

当

受

給

要

件

が

改

正

父

親

が

認

知

の

場

合

も

支

給

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
手
当
で

あ
る
育
成
手
当
。
そ
の
受
給
要

件
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
婚
姻
に
よ

r
 

⑱医療証所得制限額表

2,523,000円

3,003,000円

3,383,000円

東
京
都
で
は
、

65歳
ー
69歳
で

社
会
保
険
の
本
人
以
外
、
一
定
の

所
得
制
限
以
下
な
ど
の
条
件
を
満

た
し
た
方
に
、
医
療
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
（
略
称
マ
ル
フ
ク
魯
医

療
証
）
。
助
成
額
は
、
健
康
保
険
で

認
め
ら
れ
た
医
療
費
か
ら
一
部
負

担
金
（
入
院
外
…
各
月
最
初
の
診

療
日
に
千
20円
／
入
院
…

1
日
に

つ
き
710円
と
給
食
費

600円
）
を
差

し
引
い
た
額
で
す
。

＠
嘩
医
療
証
を
受
け
て
い
る
方
へ

①
7
月
1
日
回
の
更
新
以
降
も
引

き
続
き
受
け
ら
れ
る
方
に
は
、
新

し
い
医
療
証
を
6
月
中
に
郵
送
し

ま
す
。

6
月
末
ま
で
に
届
か
な
い

場
合
は
こ
連
絡
く
だ
さ
い

②
古
い
医
療
証
は
7
月
に
な
っ
て

か
ら
、
老
人
福
祉
課
ま
た
は
七
生

・
多
摩
平
両
支
所
へ
返
却
を

③
平
成

7
年
分
の
所
得
が
、
所
得

制
限
額
を
超
え
る
な
ど
の
理
由
で

7
月
1
日
回
以
降
に
魯
医
療
証
を

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、

6
月
1
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
が
、
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。

▽
改
正
前
…

6
万
3
千
円

▽
改
正
後
…

6
万
3
千
600円
｀

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
や
、

1
年

間
に
4
回
以
上
高
額
療
養
費
に
該

凰
：
”
昌
〗

場
合
…
48万
円
以
上

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

(
6
0
3
.
3

4
0
9
.
4
5
2
2
)
 

を
た
て
ら
れ
る
方

▽
募
集
住
宅
1
1
①
平
山
（
京
王
線

平
山
城
址
公
園
駅
徒
歩
10分
）
…

2
k
.
6戸
／
②
コ
ー
シ
ャ
ハ
イ

ム
日
野
神
明

(
J
R
日
野
駅
徒
歩

5
分
）
…

2
1
4
L
D
K
.
7戸

／
③
コ
ー
シ
ャ
ハ
イ
ム
日
野
大
坂

上

(
J
R
日
野
駅
徒
歩
18分
）
…

l
L
D
K
+
S
1
3
L
D
K
.
4
 

戸
／
④
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ヂ
・
グ
レ
ー

ド
ハ
イ
ツ

(
J
R豊
田
駅
バ
ス

8

分）

．．． 
3
L
D
K
.
5戸

▽
家
賃
1
1
①
2
万
5
千
820円
／
②

12万
千
390円
1
1
7万
7
千
750円
／

③

10万
3
千
750円
1
1
2
万
7
千
550

円
／
④
10万
8
千
300円

▽
月
収
基
準
11家
賃
5
万
7
千
円

未
満
の
場
合
…
31万
円
以
上
／
家

賃
10万
円

1
1
5万
円
の
場
合
…
41

I 

3,763,000円

4,143,000円

4,523,000円

6月中に郵送します

※平成 7年中の所得で判定。

高
額
療
養
費
自
己
負
担

9
限
度
額
が
改
正

当
し
た
方
の
自
己
負
担
限
度
額
は
、

変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課

(
6

内
線
252)
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

、',9,9,'
さ
◇

9
,，9,9,'’

母
子
・
父
子
•
生
活
保
護
家
庭
の
た
め
の

親

と

子

の

ふ

れ

あ

い

サ

マ

ー

ハ

イ

ク

▽
日
程
1
1
8
月
18
日
⑮

1
1
9日
同

▽
場
所

11清
里
（
大
成
荘
宿
泊
）

▽
対
象1
1

母
子
・
父
子
•
生
活
保

護
家
庭
な
ど
で
、
中
学
3
年
生
以

下
の
生
徒
、
児
童
、
幼
児
と
そ
の

保
護
者

1
人

▽
定
員
11100人

▽
費
用
1
1
1世
帯
3
千
円

▽
申
込
み
11
6
月
28日
⑤
ま
で
に

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
方
に
は
、

「
老
人
医
療
費
助
成
制
度
事
由
消

滅
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
「
消

滅
通
知
書
」
が
届
い
た
方
で
入
院

や
通
院
中
の
方
は
、
医
療
機
関
に

魯
医
療
証
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
1
1
老
人
福
祉
課
6
内

線

234日
野
市
社
会
褐
祉
協
議
会
（
日

社
協
）
で
は
、

6
月
か
ら

8
月
ま

で
を
会
翼
募
集
の
強
化
月
間
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
企
業
、
団

体
、
自
治
会
に
呼
び
掛
け
、
会
費
納

入
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
は
会
長
さ
ん
を
通
じ

1
世
帯
300円
の
一
般
会
費
を
中
心

に
、
ま
た
昨
年
度
の
賛
助
会
員
及

び
団
体
会
曇
等
の
方
に
は
、
引
き

続
い
て
の
会
員
の
お
願
い
と
会
費

の
納
入
に
つ
い
て
、
協
力
員
が
依

頼
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
費
の
受
け
付
け
は
次

の
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
受
付
場
所
11日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
市
役
所
2
階
社
会
福
祉

課
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局

(
6
8
2
.
2
3
1

9
)
 

ー
▽
17日
11
三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広

域
処
分
組
合
理
事
会
、
東
京
都
市

長
会
役
員
会
議
（
東
京
自
治
会
館
）

に
出
席
▽

19日
1
1
鹿
沼
市
緑
化
行

政
視
察
▽

21日
11市
民
会
館
文
化

事
業
協
会
理
事
会
（
庁
内
会
議
室
）

に
出
席
▽

22
日
1
1
全
国
市
長
会
関

東
支
部
総
会
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

に
出
席
▽

23
日
11閲
日
野
自
動
車

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
理
事
会
（
同

社
）
に
出
席
、
日
野
市
赤
十
字
奉

仕
団
総
会
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
挨
拶

（
あ
い
さ
つ
）
▽

24
日
1
1

「
鳥
と
緑
の
国
際
セ
ン
タ
ー

(
W

I
N
G
)
」
施
設
起
工
式
に
参
列
、

日
野
市
商
工
会
通
常
総
代
会
（
市

内
）
に
挨
拶
▽
26
日
11日
野
市
合

＇
し
＇
L
＼
り
ー
り
ー
り
ー
り
—
り
ー
り

高

齢

者

に

郵

便

切

手

等

を

無

料

配

布

郵
便
局
で
は
、
高
齢
者
に
郵
便

切
手

(80円
X
5
枚
）
及
び
郵
便
書

簡

(60円
X
5
枚
）
を
、
申
し
出
に

よ
り
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
1
1
配
布
申
し
出
時
に
満
70

歳
以
上
の
方

▽
受
付
期
間
1
1
7月
1
日
⑮
ま
で

▽
申
込
方
法

11市
内
の
郵
便
局
で

家
庭
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に

生
こ
み
処
理
器
を
あ
っ
せ
ん

購

入

費

の

一

部

を

補

助

し

ま

す

て
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
生
こ
み
処
理
器
を
埋

設
す
る
穴
を
掘
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
課
ヘ

こ
相
談
く
だ
さ
い
。
業
者
（
有

料、

5
千
円
）
を
紹
介
し
ま
す
。

空
見
本
設
置
場
所
1
1
市
役
所

1

階
市
民
ロ
ビ
ー
、
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
、
七
生
・
多
摩
平
両

支
所
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

｀
 

油

一一
枇

一一
叩

一
i

生
こ
み
処
理
器
は
、
い
ろ
い

T

ろ
な
製
品
が
市
販
さ
れ
て
い
ま

5

す
が
、
市
で
は
地
中
埋
設
式
の

：

告
J

み
土
壌
還
元
処
理
器
（
エ

枇9

コ
ロ
エ
ー
ス
）
を
あ
っ
せ
ん
し

一
ま
す
。
こ
の
処
理
器
は
、
発
酵

て
促
進
剤
等
の
赤
加
剤
や
電
気
等

て
3
エ

ネ

ル

ギ

ー

を

使

用

せ

ず

、

配

達

は

業

者

が

行

い

ま

す

が

i

一

自

然

の

作

用

と

地

中

の

微

生

物

そ

の

際

に

補

助

金

の

受

け

取

り

0

了
3
カ

で

生

こ

み

を

た

い

肥

化

す

を

委

任

す

る

「

代

理

人

選

任

届

」

0

9

油

佃
る

た

め

、

自

然

に

優

し

い

製

品

と

「

現

品

受

領

書

」

に

押

印

し

、

t

自
己
負
担
額
を
お
支
払
い
く
だ
t

購

入

費

の

皿
で
す
。
ま
た
、
埋
設
の
た
め
士
を

一

＊
 

一価掘
る

手

間

は

掛

か

り

ま

す

が

、

一

部

補

助

申

し

込

み

は

、

ハ

翠

に

住

さ

い

。

購
入
に
際
し
、

1
世
帯
に
つ
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
個
数
を
な
お
、
使
用
方
法
は
、
配
送
時
}

一呻庭
の
美
観
を
損
な
い
ま
せ
ん
。

一
i

台
所
か
ら
出
る
生
こ
み
な
ど
き
2
基
を
限
度
に
、
購
入
費
の
記
入
し
、
日
野
市
役
所
環
境
部
に
業
者
が
説
明
し
ま
す
。
[#

 

て
の
有
機
質
の
も
の
を
た
い
肥
化

一
部

を

補

助

し

ま

す

。

リ

サ

イ

ク

ル

課

(

〒

191日
野
市
▽
問
合
せ
先
11ク
リ
ー
ン
セ
ン

＂＊
 

＊
 

ー
し
ま
す
の
で
、
こ
み
減
置
対
策
、
▽
あ
っ
せ
ん
価
格
1
1
9千
300円
新

井

210の
2
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課

(681.
叩＊

 

一
生
こ
み
の
資
源
化
の
手
段
と
し
▽
補
助
金
額
1
1
3千
円
ー
内
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

0
4
4
4
)

訓.

.
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~
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~
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告
・
9

s
,

同
水
防
訓
練
（
高
幡
矯
下
流
河
川

敷
）
を
実
施
▽

28
日
1
1
ひ
の
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
同

セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
▽

30
日
11定

例
記
者
会
見
（
庁
内
会
議
室
）
▽

31日
1
1
南
多
摩
農
業
共
済
事
務
組

合
議
会
臨
時
会
議
（
八
王
子
市
役

所
）
に
出
席

ー
り
ー
り
ー
り
ー
ー
り
ー
り
ー
り
ー
り
ー
し

渋
滞
、
高
速
道
路
、
身
の
回
り
の
掲
載
し
た
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー

道
に
つ
い
て
発
言
し
て
み
ま
せ
ん
卜
」
を
作
成
し
、
希
望
者
に
無
料

か
。
建
設
省
の
諮
問
機
関
・
道
路
審
配
布
し
て
い
ま
す
。
提
案
方
法
は

議
会
で
は
「
21世
紀
の
み
ち
を
考
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
掲

え
る
委
犀
（会
」
を
設
け
、
こ
れ
か

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
及
び

ら
の
道
つ
く
り
に
つ
い
て
広
く
意
同
レ
ポ
ー
ト
の
入
手
に
つ
い
て
は

見
・
提
案
を
求
め
て
い
ま
す
。

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
相
武
国

社
会
福
祉
課

(
6内
線
223)
へ
※
同
委
員
会
で
は
、
道
に
つ
い
て
道
事
務
所
調
査
第
1
課

(6
0
4

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
様
々
な
意
見
を
テ
ー
マ
こ
と
に

2
6
.
4
3
.
2
0
0
9
)
へ

9_Lり
ー
↓
・
ァ
ー

4
9

申
し
込
み
く
だ
さ
い

(
1人
1
回

隈
り
）
※
生
年
月
日
を
確
認
で
き

る
資
料
（
国
民
健
康
保
険
証
、
国

民
年
金
証
書
等
）
の
持
参
を

▽
問
合
せ
先
11日
野
郵
便
局
郵
便

課

(
6
8
1
.
4
0
0
0
)

l1社協で

••平成8年度の

会員を募集

皆
さ
ん
の
声
が
道
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す

9
'
=
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Iア
♦

9
_
-＿l.
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=
=
＿
-
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.
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＝
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＿
-
＝
・
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争
．
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•
-
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—
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合
．
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圭

．
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圭
・
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4号

~

き
・
~

争

~

•
『
=
-
＿・~

き
・
~

争
・

~

―
-
h.
~

．
＿＿＿
＿
・~

争

~

差

~

姜
・

~

·
曇

ヽ
｀

な
お
、
関
係
図
書
を
換
地
処
一

＂

高

幡

土

地

区

画

整

理

事

業

の

一

分

の

日

ま

で

縦

覧

し

ま

す

。

一

5

事

業

計

画

（

第

3
回

変

更

）

が

認

可

▽

会

場

・

問

合

せ

先

1
1
市
役
所

i

)
高
幡
土
地
区
画
整
理
事
業
の
つ
い
て
、

5
月
16日
付
で
東
京

3
階
区
画
整
理
第

2
課

(
6
内
1

了
事
業
計
画
（
第
3
回
変
更
）
に
都
知
事
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
線
3

8

2
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ヽ
き に 手く なレこ紹市 吾

つ順だどの自介でり； い IIさを増宅しは 圭
き て①いお改のま‘‘
ヽ の産゜考築部す市、； 相 業 えや屋゜内 弓
弓 談 振の 雨‘の：
ヽ ・興方漏台
； 申課 ‘ 

大 、
り所工 号

しへ この‘ さ、； 込施相修卜 ん；
; ; 
! I建物の増改築・修繕に I ~ 
！、： 大工さんを；
ヽ ；
；ヽ 紹介します；
吾 、

ヽ ；
言

、内告⑤④契③団②ヽ

ヽ
そ線詳書業業約業体市 吾
吾 203しを者者‘ 者に内‘;v＜提かへ施とあ業；

ヽ
弓へは出ら代エのつ者 芸
問産産金 相 せ の §

；い業業支 談ん登 吉
．合振振払 ‘録：
6わ興興い
きせ課 課

贔し、
！をも

て 吾
へへ い、
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・
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．
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ー
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・言

ヽ

•
――零
・
ヽ

・
号・
ヽ

•
=--
'▲
▼

き
・

ヽ

•
希

一

主
に
家
事
用
に
使
用
し
て
い
る

岬一

夕
集
合
住
宅
・

2
世
帯
住
宅
な
該
当
さ
れ
る
場
合
は
申
請
を
。

：
ど
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
「
共
同
▽
要
件
11各
部
屋
こ
と
に
都
の
※
適
用
に
際
し
調
査
を
し
ま
す
i

；
宅
扱
い
」
の
適
用
を
受
け
ま
水
道
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
▽
申
請
・
問
合
せ
先
1
1
水
道
業
i

／
す
と
、
呼
び
口
径
13
、
以
遂
本
な
く
、
宅
内
に
水
桧
が
あ
り
、
務
課

(
6
8
1
.
0
2
7
6
)
i一

＂
料
金
と
従

量
料

金

が

適

用

に

な

集

合

住

宅

・

2
世
帯
住
宅
の
方
は

一訓
り

、

水

道

料

金

が

安

く

な

る

こ

―

：
と
が
あ
り
ま
す
。
次

の

要

件

に

水

道

料

金

の

「

共

同

住

宅

扱

い

」

を
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・
ム

・u
-ー
．、
▼

.
号・`

―＿
―
―
:
9

．号
・、

毎
．9

．
吾・`

号
：
9

．
き・9

.-『
ヽ
▼

．
―
―
で
・ム
▼

．u
-＇
ヽ

•
―
―
言
・

ヽ

•0
-＇．
9

.
-
w.9

．
号
；
9

．＿
-で
・り

き
・
9

.―
―
―
_
．

｀

き
・
9

.＿
＿
言
•
9

.―
――-
9

．
章
9

．
暑
・、

申
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込
み
は

ハ
ガ
キ
で

▽
購
入
自
己
負
担
額
1
1
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生ごみ処理器設置図
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1996年（平成8年） 6月15日

て の第897号

電話で聞ける市政情報
ff0120-042586（無料） （月畠戸翻 § :88噌：隠

年末年始を除く ） 
▽
対
象
1
1
満
1
歳
か
ら
平
成
5
年

6
月
生
ま
れ
ま
で
の
お
子
さ
ん
※

満
7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種
当
日
）

に
受
け
て
く
だ
さ
い

日

本

脳

炎

▽
対
象
1
1
第
1
期
初
回
接
種
…
満

3
歳
か
ら
満

7
歳

6
カ
月
未
満

（
接
種
当
日
）
で
、
初
回
接
種
が
終

わ
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
／
追
加

接
種
・
・
・
初
回
接
種
終
了
後
約

1
年

経
過
し
、
追
加
接
種
を
受
け
て
い

な
い
満
7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種

当
日
）
の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
第
1
期
初
回
接
種

... 1
週
1
4週
の
間
隔
で
2
回
接

風

し

ん

▽
対
象
1
1
満
1
歳
か
ら
満

7
歳
6

カ
月
未
満
（
接
種
当
日
）
の
お
子

さ
ん 麻

し

ん

次
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

直
接
医
療
機
関
で
接
種
く
だ
さ
い
。

三

種

混

合

▽
対
象
1
1
第
1
期
初
回
接
種
…
生

後
3
カ
月
か
ら
満
7
歳
6
カ
月
未

満
（
接
種
当
日
）
で
、
初
回
接
種
が

終
わ
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
／
追

加
接
種
…
初
回
接
種
終
了
後
1
年

以
上
経
過
し
、
満

7
歳
6
カ
月
未

満
（
接
種
当
日
）
で
、
追
加
接
種

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
第
1
回
初
回
接
種

..• 

3
週
1
8週
の
間
隔
で
3
回
接

種
／
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了

後
1
年
か
ら
1
年
6
カ
月
の
間
に

1
回
接
種

9 9ヽヽヽヽ9 9ヽヽヽ ヽヽヽ9 9ヽ 9ヽヽヽヽ
9ヽ 9ヽヽヽヽ9 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9 9ヽヽヽ ヽヽ

ヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽ9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9 9ヽヽヽヽ
9ヽヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ

保健凰浪氾阻［医療
9ヽヽヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ 9 9ヽ 9ヽ 9ヽ

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘’‘‘‘ 

種
／
追
加
接
種
…
初
回
接
種
終
了

後
約
1
年
経
過
後
に

1
回
接
種

以
上
い
ず
れ
も
▽
実
施
日
時
1
1

年
間
を
通
し
て
実
施
、
時
間
は
事

前
に
各
医
療
機
関
に
確
認
を

▽
実
施
場
所
1
1
別
表
の
医
療
機
関

▽
注
意
1
1
①
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
（
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
健
康
課
、
市
民
相
談
、
七
生
・
多

摩
平
両
支
所
窓
口
で
）
を
読
ん
で

か
ら
接
種
を
。
お
読
み
で
な
い
場

合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母
子

健
康
手
帳
の
持
参
を
③
予
診
票

は
各
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
④

検
湿
は
各
医
療
機
関
で
行
い
ま
す

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

ポ

リ

オ

予

防

接

種

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
の
予
防

接
種
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
程
・
会
場
1
1
①
6
月
26日
困

・
・
・
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
／
②
27日

困
：
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
③

28

日
⑤
・
④
7
月
1
日
同
…
生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー
／
⑤
2
日
囮
…
ひ

の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
⑥
3
日

叩
：
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
⑦

4

日
困
…
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
1
1
午
後
2
時
1
2時
45分

▽
対
象
1
1
生
後

3
カ
月
ー

90カ
月

(
7歳
6
カ
月
）
未
満
（
接
種
当
日
）

で
過
去
2
回
接
種
し
て
い
な
い
方

▽
接
種
方
法
1
1
生
後

3
カ
月

1
9
0

カ
月

(
7歳
6
カ
月
）
に

6
週
間

以
上
の
間
隅
を
空
け
て
2
回
飲
む

▽
注
意

IICD
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
（
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
健
康
課
、
市
民
相
談
、
七
生
．

・
多
摩
両
支
所
窓
口
で
）
を
読
ん

,9五圏伽'"-

わ
、
、
、

み図
固
薗
豆
響

製
虚
叩
温
虚
ぷ
~

今
月
か
ら

市
内
の
農
業
協
同
組
合
の
協
力

で
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な

野
菜
を
即
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
会
場
1
1
6
月
22日
g
午

前
10時
ー
正
午
、
午
後
3
時
ー

4

時
：
東
京
南
農
協
七
生
支
店
／
29

日
出
午
前
10時
ー
正
午
…
東
京
南

農
協
日
野
支
店
、
午
後

1
時
ー

4

時
：
多
摩
平
第

7
公
園
／
7
月
13

日
山
午
前
10時
ー
正
午
、
午
後
3

時
ー
4
時
：
・
・
東
京
南
農
協
七
生
支

②る▽に▽ ▽ 15▽ 
身方対役内会分日機
体 象立容場 i時能

多機① II つ 11 113 |I訓
／ 
グ／ 
グ

能市次訓日生時毎練
多 が 内 の 練 常 活 30週の
多 低 在 す
多

生・分火希

多
下｛主べ活保曜望

多しでて ・健 日者
多て 40に社セ午を
後い歳該 会ン 後募
参て以当 生夕 l集
＇機上す活 1 時゜

多
多か▽はへ▽ ま練※う▽ ⑤どて医能
ヽ ら時 除 2 日
参 30間く日程

予大すの電え募集にい療訓
゜入話決集団よるに練

後分 1|-の II 防 所で定人訓る よを

9闘孟 篇責健腸 欝巴..__,,,亨翌璽魯舌慮
後での と
多

2 康が は込 若対でカハと
/ 5部 土 日 教 随み干応通まビし
多回；
/ 

曜図 時を人で所たリて
多開 9 • ＼室ん 行゜ きではをい
/ 
グ
グ

催時 日 117 つ機 蕃るき家終る
後 ／ 30 曜 日 て能査る族了
多 午分
多

一 日 困 い訓の なし③

多
F l▽ 前※ ▽現 へ品同▽願てザ（祝）後
A委問日持回在 酒 様提いい l
x員 合ま参収受

類＾ に 9にく

81会せでい期け笠篇麿悶姐皐腐開 9す礼州立川献血 1
．＾先 受 た 間 付‘不の望す゜供す多,合 |I けだ / IIけ食要-品゜皆品る多‘

プ立献

5 81墾付け 9中 器 の ② II 襟のチ
／川血 ーーロ／

6.宗ける月 ④も家① の受ヤ
8 2光致方 20 日の具衣 こけリ多

9姐翌叱ルームがl
- 3のしは日 用-‘類 協付テ多

しルム

4家まバ⑥ 雑 ③ 電 ＾ 力けィ多多た 9が ここ―-t 
0バすザま 貨 食 気 新 をを l

/ °階‘

／ ザ゜ 1で ※品製品 おしバ
参皆 東 新
愛様側し

オープン

1冒

機

能

訓

練

で
か
ら
接
種
を
。
お
読
み
で
な
い

場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母

子
健
康
手
帳
の
持
参
を
③
検
温

は
接
種
会
場
で
行
い
ま
す

④
車

で
の
来
場
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

予防接種実施医療機関一覧表

8|-0548璽門ヽ~1 0
81-3353 I 0 0101010 
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゜
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曜
市
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店▽
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せ
先
1
1
東
京
南
農
協
七
生

支
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(
6
9
1
.
2
0
1
2
)
／
同

日
野
支
店

(
6
8
3
.
2
1
1
1
)

／
市
産
業
振
興
課
6
内
線
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東
京
光
の
家

バ
ザ
ー
に

ご
協
力
を

91-4621 

91-5216 I 0 

81-2204 
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010  
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開
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81-0474 
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゜
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゜後

の
部
…

1
時
30分
か
ら
30分
間

隅
で
6
回
開
催

▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

3
階
視
聴
覚
室

‘

▽
内
容
1
1
①
ビ
デ
オ
上
映
（
大
腸

が
ん
の
早
期
発
見
と
予
防
、
大
腸

が
ん
予
防
の
食
事
）

②
保
健
婦
に

よ
る
大
腸
が
ん
予
防
の
講
話

▽
対
象
1
1
3
5
歳

(
1
9
9
6年
4

94-3688 I 0 01010 

゜81-2677 I 0 

゜
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゜日野602-2 
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BIG JAZZ 
宮問利之と NEWHERD 
7月7日（日）午後2時開演

市民会館大ホール
前売り• • S席 3,500円 A席 2,500円
B席 2,000円※当日は各席500円増し

叫 国一r置

月
1
日
現
在
）
以
上
の
市
民

※
希
望
者
は
所
定
の
日
時
に
直
接

会
場
へ
。

▽
注
意
1
1
申
で
の
来
場
は
こ
遠
慮

く
だ
さ
い
。
当
日
、

1
、
2
階
で

行
っ
て
い
る
検
診
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
部
屋
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い

81-6175 

゜゚
01010 

91-3600 I O 

゜
010 

゜93-/661 

84-2877 ゜゚
01誓

010  

〇
＿

o
91-131210 

゜゚゚゜81-0504 I 0 

゜゚
010  

84-5633 I 0 

゜
010  

゜

21 
（金）

内

科

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター

（日野消防署 合81-0119)へ問い合わせを。

ごIごI: 9,  
19
困

20
困

22
出

眼

科

児

科

小笹医院（内・児科）
多摩平6-36-10 ftBl -2204 

泉蠍北

1Jヽ 外

科

（午
後
・
夜
）
耳
鼻
咽
喉
科

（
午
前
）
児
・
外
科

内

科

内

科
内

科

内

科

内外 J

斗

夕

禾

24 
（月）

25
⑳
 

29
出

禾斗 1禾斗手斗 I禾斗禾斗 1手斗 I禾斗和斗

外

科

午後 7時30分～10時30分

八王子市平岡町 18-3八王子市1呆億セ ンター
云0426-25-9128

多摩市関戸 4-19-5多ほ市立僧康セ ンター
合 0423-76-9 I I I 

みやもと小児科（児科）
百草999ft91-1312 

真貝小児科 （児科）
日野602-2合85-1731

以
所
入
口

り

R
中
央
線

至
日
野
橋

内

科

内

科

泌

尿

器

科

眼

科

内

科

内

科

（
午
後
・
夜
）
内
科

（
午
前
）
児
・
整
形
外
科

外

科

内

科
内

科
内

科

内

科
内外

科科

内 内外i内外 I 外 1内外

三沢台診療所（内・児科）
三沢 2-12-13 ff92-0466 〈ちら整形外科（整 ・外科）

日野台 5-19-2 ff83-6515 

至豊田

内科・小児科

日野本町 1-7-2生活 ・1呆億セ ンター分室

合 84-1661

6月16日（日）・23日（日）．30日（日）

午前 10時～午後 5時
（受付は午前 9時～午後 4時）
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▲熱心に講演を聴く市民で、会場はいっぱいになりました

日
本
国
憲
法
の

基
本
的
理
念

日
本
国
零
心
法
と
い
う
も
の
が
持

っ
て
き
た
意
味
を
考
え
直
し
て
み

る
。
点
検
し
直
し
、
そ
し
て
今
後
、

日
本
国
憲
法
が
生
き
続
け
て
い
く

た
め
に
、

僕
た
ち
は
ど
の
点
を
ど

の
よ
う
に
生
か
し
な
が
ら
、

日
本

国
烹
法
を
我
々
の
も
の
に
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
。
ち
ょ

う
ど
50年
目
と
い
う
の
は
、
そ
の

ぐ
ら
い
の
時
期
と
し
て
、
格
好
の

時
期
で
あ
る
と
思
う
わ
け
で
す
。

日
本
国
憲
法
の
星
本
的
な
理

念
、
基
本
的
な
原
則
と
い
う
も
の

は
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

確
認
し
て
み
た
い
と
忠
い
ま
す

3

基
本
的
な
原
則
の
第
1
は
、
主

権
が
我
々
に
あ
る
。
主
権
と
い
う

の
は
、

非
常
に
漠
然
と
し
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、

国
の
連
命
を
決
定

す
る
力
を
持
っ
て
い
る
の
は
我
々

だ
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
を
裏
か
ら

言
え
ば
、
日
本
国
芯
法
を
成
立
さ

お
く
だ
い
ら
や
す
ひ
ろ

1929年に北海道に生まれる。

束京大学法学 部卒業。現 在、国

際基蓄教大学教授。調布市在｛主。

主な著書は 『知る権利』『生か

そう日本国憲法』ほか。

市
主
催
に
よ
る
「
初
日
野
市
憲
法
記
念
日
行
事
」
が
、

106人
の
市
民
参
加
を
得
て
、

5
月
3
日

の
憲
法
記
念
日
に
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
国
際
埜
芭
教
大
学
の

奥
平
康
弘
先
生
に
よ
る

「
窓
法
50年
と
私
た
ち
」
と
題
し
て
の
記
念
講
演
、
講
洞
者
と
参
加
者
に

よ
る
話
し
合
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
報
今
号
で
は
、
こ
の
記
念
日
行
事
で
の
講
演
の
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（

広
報
課
）

「
憲
法
50
年
と
私
た
ち
」
と
い

う
主
題
で
お
話
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
け
れ
ど
も
、

私
た
ち
と
い

う
こ
と
を
言
う
場
合
に
は
、

言
う

ま
で
も
な
く
、

私
た
ち
、
つ
ま
り

他
人
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
で
あ

る
。
そ
れ
は
一
体
、

憲
法
50
年
と

ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か
と
い
う

と
、
や
は
り
単
に
小
さ
な
意
味
で

の
私
、
あ
る
い
は
私
の
生
活、

私

の
利
益
と
い
う
だ
け
で
は
な
く

て
、
そ
れ
を
包
む
大
き
な
社
会
、

あ
る
い
は
世
界
、
そ
う
い
っ
た
周

り
を
眺
め
な
が
ら
存
在
す
る
私
た

ち
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
こ
が
本
当
の
問
題
の
出
発

点
だ
と
い
う
つ
も
り
で
お
話
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は

1
8
8
9年
で
、
こ
れ
を
機
縁
に

し
て
考
え
る
と
、
ち
ょ
う
ど
こ
と

し
が
大
体
106、
107
年
目
に
当
た
り

ま
す
。
明
治
憲
法
は
1
9
4
5年

か
、
あ
る
い
は
46年
に
、

特
に
46

年
か
ら
47年
に
か
け
て
寿
命
が
な

く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
明
治
零
苺

の
寿
命
と
い
う
の
は
、

56、
57年

な
の
で
す
。
明
給
憲
法
が
日
本
国

を
憲
法
と
し
て
支
配
し
て
い
た
時

期
と
い
う
の
は、

56、
57年
と
言

え
る
わ
け
で
す
。と
い
う
こ
と
は
、

日
本
国
窓
法
が
で
き
上
が
っ
て、

そ
れ
が
施
行
さ
れ
て
、
ほ
ほ
50年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

で
言
え
ば
、

50
年
と
い
う
の
は
、

そ
れ
相
応
の
年
で
、

間
も
な
く
日

本
国
憲
法
の
寿
命
は
明
治
窓
法
の

寿
命
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

人
間
の
一
生
に
例
え
て
言
え
ば
、

50年
と
い
う
の
は
相
当
の
期
問
で

あ
る
わ
け
で
す
°

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
国
を

つ
く
っ
た
の
は
我
々
で
あ
り
、
か

つ
そ
の
日
本
国
を
今
後
我
々
の
も

の
と
し
て
生
か
し
て
い
く
の
は
我

々
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
つ

ま
り
国
民
主
権
の
原
則
と
か
、
あ

る
い
は
民
主
主
裟
と
言
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
が、

50年
た
っ
た
今

で
は
僕
た
ち
は
、
当
然
の
前
提
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
王
権
が
変

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
、

つ
ま
り
国

の
運
命
を
決
定
す
る
の
は
我
々
だ

と
い
う
こ
と
、

及
び
そ
れ
を
運
用

す
る
の
は
我
々
だ
と
い
う
、
そ
の

転
換
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
絶
人

な
る
も
の
な
の
で
す
。

第
2
の
基
本
的
原
則
と
し
て
指

摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
隣
た
ち
の
権

利
を
保
障
す
る
た
め
に
国
家
が
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
。
僕
た
ち
の

自
由
や
利
益
を
確
保
す
る
た
め

に
、
日
本
国
が
あ
る
の
だ
と
い
う、

い
わ
ゆ
る
基
本
的
人
権
の
保
障
、

嬰
本
的
人
権
の
尊
喧
と
い
う
の
が

第
2
の
原
則
。

明
治
窓
法
に
お
い

て
は
、

法
律
で
定
め
た
範
囲
で
し

か
市
民
に
は
権
利
を
与
え
ら
れ
な

い
と
い
う
憚
造
で
あ
っ
た
が
、
日

本
国
窓
法
の
場
合
に
は
、

憲
法
口

身
が
権
利
を
保
障
す
る
。そ
し
て
、

こ
れ
は
基
本
的
な
も
の
と
し
て
確

定
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
下

か
ら
、
法
律
に
よ
っ
て
そ
れ
を
奪

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
建
前

を
つ
く
っ
た
。

第
3
の
原
則
、
い
わ
ゆ
る
平
和

主
義
、
国
際
協
調
主
義
で
あ
り
、こ

れ
は
端
的
に
は
、
い
か
な
る
戦
争

も
い
た
し
ま
せ
ん
と
い
う
戦
争
放

棄
及
び
、
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め

に
い
か
な
る
戦
力
も
持
た
な
い
と

い
う
こ
と
。
日
本
国
憲
法
の
平
和

土
義
の
特
徴
は
、
抽
象
的
な
、
理
念

的
な
、

粕
神
的
な
平
和
王
義
で
は

な
く
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
制
度
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。

す
な
わ
ち
戦
争
は
絶
対
に
し
な
い。

今
こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
確
認
し

た
い
こ
と
は
、
主
権
が
変
更
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
、
国
民
主
権
の
原

則
に
基
づ
い
て
、
民
主
主
蒜
と
い

う
こ
と
が
、

私
た
ち
の
原
則
に
な

っ
た
と
い
う
、
そ
れ
が
政
治
の
原

理
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
国
家

と
い
う
も
の
は
、

僕
た
ち
の
潅
利

を
保
障
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
僕
た
ち
の
某
本
的
な
権
利

は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
在
50年
目
の
憲
法
と
い
う
こ

と
を
語
る
場
合
に、

確
認
し
て
い

い
こ
と
は
、

喫
流
の
言
葉
な
ん
で

す
が
、

「日
本
国
憲
法
的
な
る
も

の」
、
今
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う

な
一
二
つ
の
魂
が
社
会
の
中
に
生

き
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
こ
れ

は
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
、
こ
れ
を

「日
本
国
窓
法
的
な

る
も
の」

と
い
う
言
葉
で
呼
ぶ
と

す
れ
ば
、
そ
の
対
極
に
は
逆
に、

僕
は

「明
治
憑
法
的
な
る
も
の
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
わ
け
で

す
。「
明
治
憲
法
的
な
る
も
の
」
を

克
服
し
な
が
ら
、
「日
本
国
窓
法
的

な
る
も
の
」
と
い
う
も
の
を
つ
く

っ
て
き
た
の
が
、
現
在
の
50年
だ

っ
た
と
い
う
ふ
う
に
言
え
る
と
思

う
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
点
に

と
い
う
考
ス
カ
、
制
度
、
建
前
と

い
う
も
の
が
第
2
の
原
則
と
し
て

あ
り
、
第
3
の
原
則
と
し
て
は
、

こ
の
日
本
国
は
世
界
に
向
か
っ
て

開
か
れ
た
国
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
存
を
続
け
る
。
し
か
し
、
そ

の
日
本
国
が
世
界
に
開
か
れ
た
形

で
ほ
か
の
ど
こ
の
国
で
も
と
ら
な

か
っ
た
、
い
か
な
る
戦
争
も
し
な

い
と
い
う
戦
争
放
菜
と
、
そ
の
た

め
に
、
い
か
な
る
戦
力
も
持
た
な

い
と
い
う
原
則
を
と
っ
た
と
い
う

こ
と
、
こ
れ
が
ま
ず
確
認
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「日
本
国
憲
法
的
な
る
も
の
」

と
い
う
の
が
、

50年
の
中
で
ジ
グ

ザ
グ
コ
ー
ス
を
た
ど
り
な
が
ら
、

し
か
し
着
実
に
定
呑
し
つ
つ
あ

る
。
た
だ
、
そ
の
場
合
に
、
注
意

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
僕

た
ち
が
、
僕
た
ち
だ
け
の
利
益
、

つ
ま
り
純
粋
に
個
人
と
し
て
の
立

場
だ
け
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
、

役
に
立
つ
か
ど
う
か
、
効
き
目
が

あ
る
か
。
僕
た
ち
の
個
人
と
し
て

の
生
活
、
個
人
と
し
て
の
歴
史
、

そ
れ
は
も
う
、

人
々
さ
ま
ざ
ま
な

ん
で
す
ね
。そ
れ
に
役
に
立
つ
か
、

立
た
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
い

わ
ば
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
み
た
い
に

考
え
て
、

役
に
立
た
な
い
の
だ
っ

た
ら
、
す
っ
ぽ
抜
い
て
し
ま
う
。

役
に
立
つ
の
だ
っ
た
ら
、
憲
法
、

憲
法
と
―＿戸
乏
こ
う
い
う
格
好
で

定
着
し
た
気
配
が
あ
る
。

暮
ら
し
や
巻
ら
し
の
中
の
憲
法

と
言
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
確
か
に

そ―

2
伶
ん
で
す
。
そ
う
で
な
か
っ

た
ら
、
憲
法
は
意
味
が
な
い
の
で

す
か
ら
、
暮
ら
し
の
中
に
生
き
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
狭
く
と
っ
て
、
僕
の
、

私
の
著
ら
し
の
現
実
的
な
利
益
、

私
一
個
の
利
益
に
役
に
立
つ
か
、

立
た
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で

窓
法
の
実
現
を
要
求
し
た
り
、
甚

だ
し
い
場
合
に
は
、
役
に
立
た
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
っ
ぽ
を
向

い
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
格
好
で

憲
法
を
受
け
と
め
る
あ
る
種
の
、

つ
ま
り
便
宜
主
義
、
効
用
主
義
的

憲
法
、
役
に
立
つ
か
、
立
た
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
、
個
人
の
利
益

だ
け
で
考
え
る
、
そ
う
い
う
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
僕
た
ち
の

辺法損艇琵；混たち
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関
し
て

一
っ
の
特
徴
は
、
「
明
治
憲

法
的
な
る
も
の
」、
そ
れ
が
支
配
す

る
時
期
が
比
較
的
に
長
か
っ
た
。

56
年
間
、

「明
治
憲
法
的
な
る
も

の
」
の
支
配
が
強
力
で
あ
っ
た。

そ
の
「日
本
国
憲
法
的
な
る
も
の
」

と

「明
治
窓
法
的
な
る
も
の
」
と

の
問
の

一種
の
争
い
の
中
で
、
「日

本
国
憲
法
的
な
る
も
の
」
が
そ
れ

を
点
服
し
て
い
く
と
い
う
過
程
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
平
和
主
義
を
含
め
て、

い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
で

「日
本
国

憲
法
的
な
る
も
の」

と
い
う
も
の

が
、
否
定
し
得
な
い
私
た
ち
の
既

存
の
財
産
と
な
っ
た
。

し
か
し
、

順
風
帆
を
上
げ
て
、

伺
も
問
題
な
く
ス
イ
ス
イ
と
い
く

な
ん
て
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
ス
ん
な
抵
抗
を
排
し
な
が

ら
、
こ
れ
が

「日
本
国
憲
法
的
な

る
も
の
」
だ
と
い
う
も
の
を
、
僕

た
ち
は
闘
い
取
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
す
。

棚
か
ら
ほ
た
も
ち
式
に
洛
ち
て
く

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

僕
た
ち
が
つ
く
り
、
僕
た
ち
が

▲活発な話し合いの時問も持たれました

闘
い
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

問
窪
い
な
い
の
で
す
が
、
僕
た
ち

が
闘
い
取
ろ
う
と
し
た
り
、
あ
る

種
の
選
択
を
し
よ
う
と
し
て
も
、

全
体
の
状
況
の
中
で
、
こ
れ
が
地

方
自
治
の
本
旨
だ
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
が
憲
法
の
精
神
だ
、
こ
れ
が

憲
法
の
と
る
べ
き
政
策
だ
と
い
う

ふ
う
に
主
張
し
て
も
、
そ
の
主
張

は、

全
体
の
状
況
の
中
で
、
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
む
し
ろ

引
っ
込
め
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
よ

う
な
ジ
グ
ザ
グ
コ
ー
ス
を
た
ど
る

と
い
う
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。

憲
法
第
9
〗条
に

か
か
わ
る
問
匡

最
近
の
憲
法
の
事
象
の
中
で、

顕
著
に
50年
た
っ
た
今
、

改
め
て

窓
法
が
ど
っ
こ
い
生
き
て
い
る
よ

と
い
う
か
、
憲
法
と
い
う
も
の
が

持
っ
て
い
る
理
念
は
、
あ
る
い
は

そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
市
民
た

ち
の
考
え
方
が
き
ち
ん
と
根
つ
い

て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
思

わ
さ
れ
る
―
つ
の
事
例
が
、
や
は

り
沖
縄
問
題
だ
と
い
う
ふ
う
に
考

え
ま
す
。

国
か
ら
見
れ
ば
、

日
米
安
令
保

障
条
約
に
基
つ
い
て
、
こ
れ
を
実

行
す
る
、

基
地
を
提
供
し
続
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
国
と
国

の
約
束
手
で
す
。
こ
の
約
束
事
が

き
ち
ん
と
守
れ
な
か
っ
た
ら
、
国

の
公
益
は
著
し
く
侵
害
し
ま
す
。

こ
の
事
務
た
る
や
、
機
関
委
任
串

務
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
れ
で
片
方
で
著
し
く
侵
害
さ
れ

る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
は
も
う
、
知
字
と
し
て
や
ら

さ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、

僕
の

言
葉
で
―
―
―
-
]
う
と
、
こ
れ
は
形
式
論

で
す
。
形
式
論
だ
と
い
う
こ
と
の

意
味
は
、
知
事
や
、
そ
の
下
に
い

る
市
町
村
長
と
い
う
の
は
、
国
の

手
足
で
あ
る
か
ら
機
関
委
任
事
務

を
や
る
べ
き
立
場
に
あ
る
。
片
方

で
日
米
安
全
保
障
条
約
の
約
束
を

果
た
す
こ
と
が
国
益
で
あ
り
、

公

益
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
過
程
の
中
で
、

今
の
問
題
で
言
え
ば
、
知
事
が
「ち

よ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
、

国
の
手
先
で
あ
る
ば
か
り
で
は
こ

さ
い
ま
せ
ん
。
私
は
地
方
公
共
団

体
の
代
表
者
で
す
。
地
方
公
共
団

体
の
こ
の
沖
縄
の
中
で
は
、

基
地

が
ほ
か
の
ど
こ
の
地
域
と
も
途
っ

て
、
構
造
的
に
差
別
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
憲
法
の
14
条
で
―
――-]
わ
れ

る
、
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
の

で
は
こ
ざ
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ

た
。
こ
れ
が
第
1
点
。

第
2
点。
「こ
こ
で
奪
わ
れ
続
け

て
ず
う
っ
と
き
て
い
る
こ
の
土
地

の
収
用
関
係
に
お
い
て
、
こ
う
い

う
格
好
で
存
仕
し
て
い
る
と
い
う

の
は
、

憲
法
29条
で
言
う
、
所
有

権
の
不
可
侵
性
、
土
地
所
有
の
尊

重
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
し
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

主
張
。

そ
し
て
第
3
点。
「こ
う
い
う
ふ

う
に
横
造
的
に
基
地
が
市
民
生
活

の
中
に
食
い
込
ん
で
き
て
、
そ
の

た
め
に
、
こ
の
地
域
で
は
、

軍
事

的
な
る
も
の
に
よ
っ
て、

私
た
ち

の
平
和
的
な
生
存
が
制
眼
さ
れ

る
。
平
和
的
な
生
存
権
と
い
う
も

の
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
。
簡
中
に

言
え
ば
、
こ
の
三
つ
の
憲
法
上
の

論
点
と
い
う
こ
と
を
地
方
公
共
団

体
の
長
と
し
て
の
私
は
無
視
す
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
憲
法
92

条
に
よ
れ
ば
、
地
方
自
治
の
運
営

は、
面地
方
自
治
の
本
旨
』
に
従
い

行
え
、
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い

心

：
畠
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本
国
憲
法
◇

第
1

条
【
天
皇
の
地
位
•
国
民
に
こ
れ
を
放
棄
す
る

。

主
権
】
天
皇
は
、
日
本
国
の
象

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た

徴
で
あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力

徴
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
位
は
、
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な

意
に
基
く
。

い。

第
9
条
【
戦
争
の
放
棄
、
戦
力
第
11
条
【
基
本
的
人
権
の
亨
有
】

及
び
交
戦
権
の
否
認
】

①
日
本

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

〉
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
埜
調
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の

と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

カ
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
与
え
ら
れ
る
。

ま
す
。
憲
法
問
題
と
い
う
も
の
を

抱
え
て
い
る
土
地
の
住
民
の
、
県

民
の
権
利
を
保
障
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
す
な
わ
ち
私
に
と
っ
て
は
、

地
方
自
治
の
本
旨
で
す
。そ
し
て、

国
は
今
、
形
式
論
と
し
て
、
ア
メ

リ
カ
と
の
約
束
で
こ
さ
い
ま
す
か

ら
、
国
益
を
主
張
す
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち

も
、
私
た
ち
な
り
に
公
益
が
こ
さ

い
ま
す
。
国
の
公
益
が
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
同
じ
よ
う
に
地
方
公

共
団
体
の
公
益
も
あ
る
は
す
で
あ

る
。私
が
判
こ
を
押
せ
な
い
の
は
、

当
然
で
こ
さ
い
ま
し
ょ
う
」
と
。

言
っ
て
み
れ
ば
こ
う
い
う
憲
法
上

の
争
い
。

こ
れ
は
、

9
条
が
真
正
面
か
ら

問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど

9
条
が
持
っ
て
い
る
問
題
性
と
い
の
だ
と
い
う
意
味
で
の
再
定
義
の
軍
隊
が
突
如
と
し
て
日
本
国
に
攻

う
も
の
、
つ
ま
り
憲
法
の
体
系
が

問

題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
沖
縄
め
込
ん
で
き
た
と
き
に
、
そ
の
攻

そ
こ
で
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
国
の
問
題
も
そ
の
一

環
と
し
て
議
論
め
込
ん
で
き
た
外
敵
を
日
本
の
国

民
、
住
民
の
権
利
は
そ
っ
と
し
て
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

土
か
ら
外
に
出
す
こ
と
。
そ
れ
は

お
い
て
、
そ
れ
は
安
保
が
あ
る
ん
こ
う
し
た
中
で
今
、
改
め
て
個
憲
法
が
否
定
し
て
い
な
い
ん
だ
と

だ
か
ら
、
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
別
的
自
衛
権
の
見
直
し
と
い
う
こ

言
い
、
そ
の
た
め
に
実
力
は
あ
っ

ふ
う
に
言
っ
て
き
た
状
況
の
中
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
て
い
い
ん
だ
。自
衛
隊
は
そ
れ
だ
。

で
、
こ
の
間
の
期
限
が
切
れ
た
と
こ
ろ
で
個
別
的
自
衛
権
と
い
う
の
だ
か
ら
、
個
別
的
自
衛
権
と
い
う

き
に
、
内
閣
は
不
法
占
拠
じ
ゃ
な
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
個
の
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
急
迫

い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
別
的
自
衛
権
と
い
う
言
葉
は
、
窓
不
正
の
外
敵
が
来
た
と
き
に
、
国

た
。
あ
れ
は
非
常
に
教
訓
的
だ
っ
法
の
ど
こ
を
見
た
っ
て
出
て
き
ま
内
に
い
て
、
そ
れ
を
国
外
に
掃
き

た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
教
訓
的

せ
ん
。
従
っ
て
ま
た
、
個
別
的
自
出
す
、
そ
れ
が
個
別
的
自
衛
権
だ
。

な
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
、
衛
権
が
許
さ
れ
る
な
ん
て
書
い
て
自
衛
隊
は
、
そ
の
個
別
的
自
衛
権

こ
こ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
よ
、
こ
あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
の
9
条
に
、
だ
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
自
衛
権

こ
に
弱
点
が
あ
る
よ
と
い
う
ふ
う
戦
争
は
放
棄
す
る
、
い
か
な
る
戦
と
い
う
も
の
を
個
別
的
自
衛
権
に

に
言
わ
し
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
争
も
し
な
い
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
限
っ
て
は
、

9
条
は
否
定
し
て
い

や
は
り
沖
縄
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
で
「
い
か
な
る
」
と
僕
が
強
調
し
な
い
ん
だ
と
い
う
格
好
に
し
て
お

し
、
そ
し
て
そ
れ
が
す
ぐ
僕
た
ち
た
い
の
は
、
自
衛
の
た
め
の
戦
争
い
て
、
今
度
は
、

1
9
9
0年
以
降

に
伝
わ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
問
題
も
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
。
自
衛
の
湾
岸
戦
争
の
と
き
に
自
衛
の
た

の
あ
り
場
所
を
直
さ
い
に
語
る
知
の
た
め
の
戦
争
は
で
き
な
い
の
だ
め
の
戦
力
を
ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
ま
で

事
が
い
た
の
は
重
要
で
す
。
そ
う
か
ら
、
自
衛
の
た
め
の
眠
力
も
持
持
っ
て
い
く
と
か
、
あ
る
い
は
そ

い
う
い
ろ
ん
な
関
係
が
し
か
ら
し
た
な
い
と
い
う
解
釈
は
、
制
定
以
の
他
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
く
理

め
た
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
来
ず
う
っ
と
生
き
て
い
た
。
1
9
屈
を
も
う
1
回
立
て
る
。

う
に
思
つ
。

5
4
年
の
自
衛
隊
法
が
で
き
上
が
と
こ
ろ
が
今
度
は
、
そ
う
い
う

そ
ん
な
ふ
う
に
、
こ
こ
に
矛
賄
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
自
衛
隊
と
い
理
屈
を
捨
て
き
っ
て
、
個
別
的
自

が
あ
り
ま
す
よ
、
向
こ
う
方
の
面

う
も
の
の
存
在
を
こ
の
わ
き
で
ど
衛
権
と
集
団
的
自
衛
権
と
の
区
別

点
を
、
向
こ
う
方
の
持
っ
て
い
る
う
説
明
す
る
か
と
い
う
問
題
に
な
は
な
い
ん
だ
と
い
う
議
論
に
な
り

問
題
点
を
指
摘
す
る
。
今
後
の
埜

っ
た
と
き
に
、

自
衛
隊
を
こ
の
憲
始
め
、
集
団
的
自
衛
権
と
い
う
考

地
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
と
法
の
中
に
は
め
込
め
る
た
め
に
、
え
方
が
優
位
に
立
と
う
と
し
始
め

い
う
教
訓
を
そ
こ
か
ら
引
き
出
し
自
衛
権
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
と
て
い
る
。
初
め
は
、
つ
つ
ま
し
や

て
ゆ
く
と
い
う
意
味
で
、
憲
法
が
い
う
解
釈
を
作
っ
た
の
で
す
。
自
か
に
個
別
的
自
衛
権
、
だ
ん
だ
ん

重
要
な
働
き
を
実
は
し
て
い
る
ん
衛
権
が
あ
る
な
ら
ば
、
自
衛
権
を
大
き
な
顔
を
し
て
、
自
衛
権
と
言

だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま

行
使
す
る
た
め
の
必
要
棗
小
殴
度
え
ば
個
別
的
自
衛
権
も
集
団
的
自

す
。
今
こ
の
時
点
で
は
、
た
ま
た
の
戦
力
は
あ
る
ん
だ
。
憲
法
は
そ
衛
権
も
同
じ
な
ん
だ
、
集
団
的
自

ま
幸
か
不
幸
か
と
言
う
べ
き
か
、
の
こ
と
を
伺
も
否
定
し
て
い
な
い
衛
権
も
そ
の
中
に
入
る
ん
だ
。
な

沖
縄
問
睡
と
ダ
ブ
り
な
が
ら
、

安

と
言
い
、
そ
の
自
衛
の
た
め
の
必
ぜ
な
ら
ば
、
国
際
憲
章
を
見
て
こ

保
条
約
の
再
定
義
の
問
題
が
出
て
要
最
小
限
度
の
自
衛
力
、
あ
る
い
ら
ん
な
さ
い
。
国
際
憲
章
に
は
集

き
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
米
車
と
は
自
衛
の
た
め
の
実
力
、
こ
れ
が
団
的
自
衛
権
が
あ
る
と
言
い
始
め

の
軍
事
協
力
を
ど
う
す
る
か
。
相
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
て
い
る
の
で
す
。
僕
た
ち
は
、
こ

旦
防
衛
援
助
と
い
う
こ
と
で
言
え
個
別
的
自
衛
権
と
い
う
も
の
の
意
う
し
た
集
団
的
自
衛
権
の
議
論
に

ば
、
日
本
も
相
当
程
度
に
粕
極
的
味
で
す
。

つ
き
合
え
ば
つ
き
合
う
ほ
ど
、
結

な
こ
と
、
相
当
程
度
に
前
に
出
た

急
迫
不
正
の
、
す
な
わ
ち
正
当

局
に
お
い
て
、

普
通
の
国
に
な
っ

こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
性
の
全
く
な
い
外
国
の
、
敵
国
の
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

多

課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
い
と
い
う
こ
と
は
、
僕
た
ち
が
不
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
ま
こ
と
、
お
金
に
な
る
こ
と
、
等
々
は
僕
た
ち
の
た
め
に
は
な
ら
な
い

は
憲
法
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
と
透
明
な
行
政
を
い
わ
ば
我
慢
し
て
さ
に
、
行
政
手
続
き
を
き
ち
ん
と
に
ふ
け
れ
は
ふ
け
る
ほ
ど
、
何
と
可
能
性
が
あ
る
。
運
用
者
の
た
め

一
緒
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
き
た
と
い
う
こ
と
の
結
果
と
し
す
る
こ
と
、
僕
た
ち
の
言
い
分
を
な
し
に
世
界
が
、
そ
れ
が
世
界
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

が
、
い
つ
の
問
に
か
だ
ん
だ
ん
み
て
、

不
透
明
な
行
政
が
、

不
公
正

聞
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
、

手

す
べ
て
で
あ
る
こ
と
く
思
わ
れ
る
も
、
僕
た
ち
の
た
め
に
な
ら
な
い
。

ん
な
と

一
緒
で
な
く
な
っ
て
、

私

な
行
政
を
招
い
た
。
説
明
で
き
な
の
う
ち
を
は
っ
き
り
し
て
も
ら
う
よ
う
な
落
と
し
穴
が
存
在
す
る
よ

憲
法
は
も
と
も
と
僕
た
ち
が
生
か

の
た
め
に
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
行
政
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
が
こ
と
。
手
の
う
ち
を
は
っ
き
り
さ
う
に
思
う
。
落
と
し
穴
の
結
果
と
す
た
め
の
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ

い
る
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
と
い
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

せ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
情
し
て
、
憲
法
を
外
こ
と
で
見
て
、
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め

う
問
類
を
、
繰
り
返
し
僕
た
ち
は

一
方
で
は
民
主
｀
下
義
の
問
題
で
報
を
開
示
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
憲
法
と
私
た
ち
と
の
距
離
を
ど
ん
て
、
つ
ま
り
文
字
に
よ
っ
て
書
か

自
分
の
問
題
と
し
て
、
自
分
の
課
あ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
こ
る
。
そ
う
い
う
問
題
の
あ
り
よ
う
ど
ん
遠
く
へ
や
っ
て
し
ま
う
と
い
れ
て
、
そ
れ
を
何
か
外
側
に
あ
る
、

閣
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
れ
は
僕
た
ち
の
権
利
の
問
題
だ
と
を
、
実
は
憲
法
が
喫
た
ち
に
教
え
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
つ
。
あ
る
い
は
棚
か
ら
ほ
た
も
ち
式
に

る
だ
ろ
う
と
思
つ
。
た
ま
た
ま
こ
い
う
ふ
う
に
考
え
た
場
合
、
行
政
て
い
る
の
で
す
。
漠

た

ち

は

、

そ

文
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
憲
法
落
ち
て
き
て
、
我
々
の
役
に
立
つ

と
し
は
、
住
専
問
題
と
エ
イ
ズ
問

過
程
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
、
つ
れ
を
今
学
び
つ
つ
あ
る
。
そ
う
い
は
、
絶
対
に
動
か
な
い
、
動
か
な
よ
う
に
必
ず
な
る
と
い
う
ふ
う
な

題
と
い
う
翫
ケ
関
の
問
題
、
行
政
ま
り
透
明
な
行
政
を
す
る
と
い
う
う
形
で
も
憲
法
は
生
き
て
い
る
と
い
。
そ
れ
を
動
か
す
の
は
、
制
度

信
仰
に
基
づ
い
て
あ
る
の
で
は
な

の
間
閉
が
、
ま
さ
に
僕
た
ち
の
権
こ
と
は
、
一
方
で
民
主
主
義
の
た
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
を
運
用
す
る
内
閣
や
、
裁
判
所
や
、
く
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
僕

利
に
か
か
わ
る
問
題
、
年
の
性
質
め
に
必
要
だ
し
、
他
方
で
僕
た
ち
わ
れ
ま
す
。
要
す
る
に
権
力
者
で
は
な
い
。
日
た
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考

に
よ
っ
て
は
、
僕
た
ち
の
命
や
健

の
権
利
を
守
る
た
め
に
必
要
だ
。

そ
う
い
う
意
味
で
考
え
ま
す
本
国
憲
法
の
前
文
に
「
我
々
日
本
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

康
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
で
て
こ
の
過
程
の
中
で
、
改
め
て
行
政
と
、
い
ろ
い
ろ
惇
た
ち
が
狭
い
了

国
民
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
日
本
国
憲
法
の
物
語
を
つ
く
っ

き
た
。こ
れ
は
、
た
だ
単
に
政
治
的

と
の
関
係
で
言
え
ば
、

行
政
は
、
見
か
ら
狭
い
和
益
を
守
る
と
い
う

憲
法
を
生
か
す
の
は
、
我
々
だ
。

て
い
く
の
は
僕
た
ち
で
あ
り
、
こ

な
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

な
か
な
か
恋
法
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
、
窓
法
が
役
に
立
つ

言

葉

に

よ

っ

て
書
か
れ
て
い
る
の
日
本
国
憲
法
か
い
い
物
語
と
し

政
治
の
劣
悪
と
か
行
政
の
劣
化
と
か
ら
、
ま
す
ま
す
も
っ
て
そ
こ
の
か
、

立
た
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
窓
法
を
解
釈
し
適
用
す
る
さ
し
あ
て
迎
ん
で
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
、

い
う
問
涵
だ
け
で
は
な
く
て
、
こ
と
こ
ろ
を
こ
れ
か
ら
開
題
に
し
な
け
を
考
え
て
憲
法
を
語
っ
た
り
、
た
り
の
責
任
者
は
、
国
会
で
あ
っ
い
い
物
語
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

の
問
題
を
受
け
と
め
る
受
け
と
め
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
る
い
は
憲
法
を
拒
否
し
た
り
す
た
り
、
行
政
で
あ
っ
た
り
、
司
法
は
、
僕
た
ち
の
問
題
で
あ
る
と
い

方
が
、
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
象
徴
的
に
示
し
た
の
が
住
専
問
題
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
す
。

わ
ら
ず
、

僕
た
ち
の
憲
法
の
権
利
で
あ
り
、
エ
イ
ズ
問
題
だ
と
思
う
。

て
い
た
の
で
は
、

今
僕
が
お
話
し
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
事
が
ら

◇

◇

◇

に
関
す
る
問
題
と
し
て
受
け
と
め
こ
れ
ま
で
―
つ
の
制
度
、
厚
生
し
た
よ
う
な
良
き
行
政
を
、
私
た
を
任
せ
っ
放
し
に
し
て
い
た
の
で
こ
の
後
、
講
演
者
と
参
加
者
に

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

行

政

、
薬
事
行
政
と
い
っ
た
よ
う
ち
の
た
め
に
、
そ
し
て
民
主
主
義
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ジ
グ
ザ
グ
よ
る
話
し
合
い
の
時
間
が
持
た
れ

例
え
ば
エ
イ
ズ
の
問
題
を
―
つ
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
制
度
運
用
の
た
め
に
、
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

コ
ー
ス
を
た
ど
り
な
が
ら
で
あ
っ
ま
し
た
。
最
後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル

と
り
ま
し
ょ
う
。
エ
イ
ズ
の
場
合
者
に
裁
星
が
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
こ
ろ
が
、
今
後
の
問
題
と
し
て
て
も
、
僕
た
ち
が
実
は
窓
法
を
生
（
別
掲
）
を
武
市
周
作
氏
が
参
加

は
、
行
政
が
エ
イ
ズ
対
策
と
い
う
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
制
度
考
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
成
熟
社
会
か
し
て
き
た
。
僕
た
ち
が
憲
法
を
者
を
代
表
し
て
読
み
上
げ
、
全
員

も
の
を
ど
こ
か
ら
ど
う
い
う
格
好
を
利
用
す
る
我
々
に
は
権
利
が
な
で
ど
ん
ど
ん
お
も
し
ろ
お
か
し
い
生
か
す
こ
と
を
怠
け
れ
ば
、
憲
法
が
拍
手
で
資
同
し
ま
し
た
。

で
や
っ
た
か
、
そ
れ
と
の
関
係
で
、

薬
事
行
政
に
ど
の
よ
う
な
囲
止
め

を
か
け
た
か
と
い
う
行
政
の

一
歩

一
歩
手
続
き
を
進
め
て
く
る
過
程

と
い
う
も
の
は
、
全
部
見
え
な
い

構
造
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

見
え
な
い
か
ら
、

見
え
な
い
部
分

で
適
当
に
情
報
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら

と
拡
散
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ

の
こ
と
は
、
行
政
側
か
ら
見
れ
ば

全
然
問
題
が
な
い
。な
ぜ
な
ら
ば
、

我
々
は
行
政
を
任
せ
ら
れ
て
き
て

い
た
と
い
う
ふ
う
に
霞
ケ
関
は
信

じ
て
疑
わ
な
い
で
き
た
の
だ
か

ら
。
結
果
と
し
て
僕
た
ち
が
見
な
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市役所
代表電話雪85-1111

保留地の面積・価格等

I -(I) 

8 -(2)-（口）

8 -(2)-(1¥) 

45-(1)-（イ）

45-(1)-(1¥) 

61-(1) 

62-(1) 

62-(2) 

68-(2)-（イ）

68-(2)-（口）

86-1-(1)-（ハ）

133-(2)-（イ）

133-(2)-（口）

16|-（|）-（二）

181ー (I)

184-2 -(I) 

188-(1) 

196-1-（|）-（ホ）

202-(2)-（イ）

219-(2)-（口）

219-(2)-(1ヽ）

219-(2)-（へ）

399 I 331,000 I 134,463,ooo I*（準工業）

149 I 31 I, 000 I 46,339,000 ※（第 1種低層）

149 I 31 I, 000 I 46,339、000 ※（第 1種低層）

125 I 295, ooo I 36、875,000 ※（第 1種低層）

124 I 31 I, 000 I 38,564,000 ※（第 1種低層）

I, 282 I 390,000 I 499,980、oooI*（準住居）

353 I 388, 000 I I 36、964,oooI *（準住居）

184 I 263,000 I 48,392,000 （準住居）

120 I 301, ooo I 36, s4o, ooo ※（第 1種低層）

145 I 243、oooI 35,235, ooo ※（第 1種低層）

204 I 31 o、oooI 63、240,000 （第 1種低層）

161 I 3o3,ooo I 48,783,ooo ※（第 1種低層）

220 I 211,000 I 60,94□,ooo （第 l種低層）

140 I 320,000 I 44,800, 000 ※（第 1種低層）

222 I 269, ooo I 59、718,000 （第 1種低層）

23 I I 30 I, 000 I 69, 531, 000 （第 1種低層）

218 I 385, ooo I 83, 930, ooo I *（第2種中高層）

120 I 321, 000 I 38, 520, 000 ※（第 1種低層）

161 I 250,000 I 40,250,000 ※（第 1種低層）

118 I 269,ooo I 47,882,000 （第 1種低層）

11s I 269,ooo I 41,8s2,ooo （第 l種低層）

118 I 269,ooo I 47,882,000 （第 1種低層）

（注）備考欄に※印がある区画については自己居住用住宅用地、女印がある
区画については事業用地として制限します。

日
野
都
市
計
画
事
業
万
願
寺
士

地
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
を
抽

選
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
公
売
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
込
案
内
を

こ
覧
く
だ
さ
い
。

▽
保
留
地
の
位
置
1
1
日
野
都
市
計

画
事
業
万
願
寺
土
地
区
画
整
理
事

業
施
工
区
域
内

▽
面
積
・
価
格
1
1
別
表
の
と
お
り

▽
申
込
用
紙
・
案
内
の
配
布
1
1
6

月
17日
同
1
7月
8
日
回
午
前
9

時
＼
午
後
5
時

(
6月
22日
山
・

2
3日
仰
・2
9日
出
•
3
0日⑪
を
除

V
)
に
市
役
所
3
階
区
画
整
理
第

万願寺土地区画整理地内
碑労沿煕碑労労森労森栄労森湛労晦湛森労晦

置俵留晶瑯を墨狐襲声霞
鴫醐蜘疇翫晶囀螂嘉＇命呈

申込用紙•案内を配布

I保留地位置図 I
キヂさコー・

懺地図1よ区illi豊遅事雙の予想図．-— 現況とは異なります． -----釘D °こ`幻コ
7 /` ”̀胃二塁賣”:¥

1
課
で

▽
申
込
受
付
1
1
7月
5
日
⑤
ー
8

日
回
午
前
9
時
ー
午
後
4
時
に
市

役
所
3
階
区
画
整
理
第
1
課
で

▽
申
込
資
格
1
1
①
個
人
（
市
外
の

方
も
可
）
及
び
事
業
を
営
む
法
人

（
不
動
産
業
者
を
除
く
）
②
住
宅

等
の
建
築
に
必
要
な
資
力
と
信
用

が
あ
り
、
代
金
の
支
払
い
能
力
の

あ
る
方

▽
注
意
事
項
11①
申
し
込
み
は
1

人
1
区
画
②
同
一
保
留
地
へ
の

申
し
込
み
は
1
人
1
通
③
同
一

世
帯
を
構
成
し
て
い
る
方
は
1
人

と
判
定

(
6月
15日
山
以
降
の
世

帯
分
離
は
、
分
離
前
の
世
帯
と
同

一
世
帯
と
し
ま
す
）

④
法
人
が

申
し
込
み
で
き
る
の
は
、
別
表
の

備
考
欄
に
＊
印
の
あ
る
も
の
の
み

▽
抽
選
日
時
・
会
場
1
1
7月
11日

困
午
前
10時
30分
か
ら
市
役
所
1

階
101会
議
室
で

▽
問
合
せ
先
1
1
区
画
整
理
第
1
課

C
内
線
315.316

►
尖
閣
湾
（
せ
ん
か
く
わ
ん
）
の
雄
大
な
景
観
（
佐
渡
）

屯
宿
泊
施
設
を
紹
介

人
数
、
場
所
、
予
算
な
ど
、
利

用
す
る
人
の
希
望
に
合
わ
せ
て
、

両
津
・
沼
津
の
観
光
協
会
が
、
宿

泊
施
設
（
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
民
宿

な
ど
）
を
紹
介
し
ま
す
。

杢
申
込
方
法

▽
市
民
が
利
用
の
場
合
11各
観
光

協
会
へ
直
接
電
話
で
申
し
込
み
を

▽
市
内
事
業
所
の
福
利
厚
生
活
動

で
利
用
の
場
合
1
1
事
業
所
の
福
利

厚
生
担
当
課
で
、
「
日
野
市
海
の
家

事
業
用
」
の
在
勤
者
証
明
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
在
勤
の
証
明

を
受
け
、
各
観
光
協
会
へ
電
話
で

申
し
込
み
を
（
証
明
書
は
利
用
時

に
こ
持
参
く
だ
さ
い
）
。
在
勤
者
証

明
書
が
な
い
事
業
所
の
方
は
生
活

課
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い

▽
申
込
み
11沼
津
観
光
協
会

(
6

両津、 夏の主なイベント 沼津、 夏の主なイベント

第 7回水中七夕ま

つり
7月20日(±)

～ 2|日（日）

短冊を手にしたダイパーが水

中で七夕を祝い、陸では伝統

芸能と手料理が楽しめます。

沼津七夕まつり
6月29日(±)
~7月7日（日）

沼津駅周辺の商店街を中心に
繰り広げられる沼津七夕まつ
りは、県下でも屈指の豪華な
飾り付けが自慢です。

第15回日本海朱鷺． 
カッフレース

7月28日（日）

日本海側最大規模のヨットレ
ース。両津湾内をクルーザー、

ウィンドサーフィン等がかけ

めぐります。

両津七タ・川開き
8月6日（火）
~ 8日困

子供の海の祭典。子供山車（だ

し）、鬼太鼓乱舞、人形芝居大

会、大花火大会等佐渡叢大の

夏祭り 。

沼津ベイフロント
コンサート

7月 7日（日）
~ |0月1日（火）
（上記期間
中の6日間）

沼津の自然を舞台に 5つのコ
ンサートが開催され、大きな
にぎわいが生まれます。

燦々（さん さん）
ぬまづ踊り

7月19日（金）

企業、団体等市内各地のグル
ープが、オリジナルの衣装と
振り付けで、中心市街地を踊
り抜けます。

日
野
市
「
語
の
家
」
事
業
は
、
市
民
の
方
が
、
佐
渡
島
両
津
市

内
と
沼
津
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部

(
1人
1
泊
2
千
円
、
子
供
料
金
が
4
千
円
を
超
え
る
場
合
は

同
額
）
を
割
り
引
く
も
の
で
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
ま
す
。

宿
泊
日
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
夏
を
迎
え
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
る
佐
渡
・
両
津
と
沼
津
の
魅
力
を
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
に
、
ぜ
ひ
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
事
業
内
容
と
申
込
方
法
◇

0
5
5
9
.
6
3
.
3
2
2
8
)
／
 

両
津
市
観
光
協
会

(
6
0
2
5
9

.
2
3
.
3
3
0
0
)

へ

〶
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報

両
津
市
観
光
協
会
で
は
、
こ
の

事
業
を
こ
利
用
の
皆
さ
ん
に
佐
渡

特
産
品
の
お
土
産
を
用
意
し
て
い

沼津夏まつり・
狩野川花火大会

7月27日(±)
~28日（日）

沼津最大のイベント 。昼間は
みこしパレード、夜は狩野川
で約5,000発の花火が打ち上
げられます。

第14回両津市薪能
（たきぎのう）

9月 7日(±)

重要無形文化財保持者の演能

は、原黒諏訪神社の森にこだ

まする鼓の音と共に、訪れた

人々を魅了します。

サンセット
ページェント

8月24日(±)
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本
消
費
者
連
盟
事
務
局
長
）

5

こ

豆

闘

應

昌

斐

翌

葛

②

立

川

市

婦

人

団

体

連

絡

協

議

i

9

会

9

-
い
つ
も
使
っ
て
い
る
化
粧
品
②
7
月
5
日
幽
午
後
2
時
＼
4

▽
定
員
1
1
①
60人
②

30人

0

こ
っ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
時
…
手
づ
く
り
化
粧
水
を
作
っ
▽
持
ち
物
1
1
②
の
み
、
容
器

(100-

て
み
よ
う
（
レ
モ
ン
化
粧
水
．

cc程
度
）

2
個

9

-
奮
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
＞
日
時
・
内
容
11①
7
月
3
日

ど

く

だ

み

化

粧

水

）

▽

申

込

み

11電
話
で
生
活
課
-

：
四
午
後
2
時
ー
4
時
…
化
粧
品
▽
会
場
11い
ず
れ
も
生
活
・
保

(
6
8
1
.
4
1
1
2
)
へ
※
保
育
一

0
 叩

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
ー
あ
健
セ
ン
タ
ー

(
2歳
以
上
）
を
希
望
す
る
方
一

ご
他
の
肌
を
守
る
た
め
に
ー
▽
講
師
ー
①
水
原
博
子
氏
（
日
は
、

6
月
25日
g
ま

で
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ま
す
。
ぜ
ひ
、
両
津
港
そ
ば
の
佐

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
}

レ

渡
観
光
総
合
案
内
所
（
同
観
光
協

c

会
）
へ
お
立
ち
寄
り
＜
誓
い
。
→
の

0

の
余
暇
の
あ
り
方
、
使
い
方
を
~

4
1
1
2
]

一
呻
曾

[
3
0
[
i
8
[
3
0
[

／

[

余

し

暇

▽

会

場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ

i

[

者

し

余

l

.

5

労
新
~
▽
講
師

1
1丁
野
朗
氏
（
余
暇
開
i

発
セ
ン
タ
ー
研
究
主
幹
）
・

i

勤

一叫
労

働
時
問
の
短
縮
が
少
し
ず
▽
定
員
1170人
一

一

□進
み
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
▽
申
込
み
1
1

電
話
で
生
活
課

i

ニ
自
由
に
使
え
る
時
間
が
増
え
て

(
6
8
1
.
4
1
1
2
)
ヘ

・

今

會
．
―
＿
_

-
9
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沼津の夏のフィナーレを飾る
巨大な 2尺王花火などの大型
海上花火の競演やショーで、
行〈夏を惜しみます。
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一

＇ )
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

i

一

．
 

一

、

防

止

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

叫

“

事
例
研
究
や
討
議
を
遥
し
▽
講
師
11山
田
秀
雄
氏
（
弁
護
一

，
 

一

＂
て
、
各
企
業
の
実
情
に
即
し
た
士
）

．
 □主

的
防
衛
策
を
検
討
し
ま
▽
対
象
1
1
人
事
労
務
担
当
者
、
-

．
 

経
営
者
、
及
び
一
般
都
民
-

．
 

仙
，す
。

．
 

＿
▽
日
時
1
1
7月
3
日
困
．

4
日
▽
定
員
1130人
（
先
着
順
）
{

5

困
午
後
1
時
30分
1
4時
30分
▽
申
込
み
11電
話
ま
た
は
F
A
7

i
▽
会
場
1
1
J
R八
王
子
駅
ビ
ル

X
で
、
東
京
都
八
王
子
労
政
事
一

一

5

そ
こ
う
8
階
市
民
ホ
ー
ル
務
所
労
働
教
育
係

(
6
0
4
2

呻

一

5

▽
テ
ー
マ

11①
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

6
.
4
3
.
0
2
7
8
/
F
A
X

叫

一

5

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
何
か

0
4
2
6
.
4
5
.
7
1
8
5
)
i

9

②

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ヘ

-

-

ン

ト

問

題

が

起

こ

っ

た

ら

-

▼
_
＿-H-、

-
_
＿
-ー
ー、

．―
―
―
了
亀
’

号
：
9

．
-
＿
_
-
·

△
?

―
―
―
ー

―
▲
?

-
W-
、

主
ー
ー、

―
――
―7
~
:
ァ

*
＇

き
ー
、

＿
＿―
―-．り

・
吾
▲
？

―
-
—
-

ー

、

＿
＿
＿
―
-
ー

、

＿＿
w．
ヽ

•
-
i
i
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9
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ヽ

・
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＿
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9

.-
w.
9

.-i
―
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.
9

.-
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．
9

.き

.
9

.
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▽
相
談
員
1
1
東
京
都
八
王
子
労
-

0
 

政

事

務

所

労

働

相

談

員

-

i
1
9
日
に
労
働
相
談

一二＞
日
時
1
1
6月
19日
困
午
後
1

※
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を
厳
-

．
 

守
し
ま
す
。

ご
亨
4
時

ご
＞
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▽
問
合
せ
先1
1
生
活
課
(
6
8
1
i．

 
．
 

i
(
J
R豊
田
駅
北
口
徒
歩
1
分
）
．

4
1
1
2
)
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(7) てq、第897号
:1996年（平成8年） 6月15日

唇駆繋籾鬼讐（月璽面9讐平始し虞二秤遵）
子育て広場日程表

6月29日(±J、7月ID日困、 9月21日(±)、 10月19日(±)
12月7日(±J、 1月18日(±)、 2月26日困

6月29日(±J、9月7日(±)、 10月19日(±)、|2月7日(±)
1月18日(±J、2月 1日(±)、 3月 1日(±J

6月19日(±)、 7月ID日困、 9月21日(±)、 ID月16日困
II月30日(±)、 12月18日困、 1月22日体、 3月 1日(±)

6月22日は）、7月9日凶、 9月28日(±)、 ID月15日因
II月 9日(±)、 1月21日肉、 2月22日(±)、 3月II日肉

子
育
て
広
場
は
、
子
育
て
の
楽

し
さ
を
話
し
合
っ
た
り
、
先
輩
方

＊
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
7
月
例
会

宮
沢
賢
治
生
誕
lOO年
記
念
ー
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ

i
語
り
芝
居
の
世
界

▽
会
場
1
1
七
生
公
会
堂
※
車
で
の

来
場
は
こ
遠
慮
を

▽
演
目
1
1
オ
ッ
ペ
ル
と
象
、
カ
イ

口
団
長
、
詩
（
無
声
慟
哭
八
ど
う

こ
く
＞
、
松
の
針
、
永
訣
八
え
い

け
つ
＞
の
朝
、
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
）

▽
出
演
1
1
演
劇
企
画
く
す
の
き

（
代
表
・
大
多
和
勇
氏
）

▽
定
員
11300
人

＊
高
齢
者
世
代
交
流
事
業
：
．
障
害

児
少
年
学
級
・
ひ
の
児
童
館
の
子

供
た
ち
と
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

全
回
を
通
し
て
の
聴
講
は
も
ち

ろ
ん
、

1
回
だ
け
の
聴
講
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師
1
1
別
表
の

と
お
り

▽
日
時
1
1
6
月
29日
出
午
後

2
時

▽

時

間

11
午
後

1
時
30分
ー
3
時

i
4時

30分
※

7
月
13日
は
午
後
4
時
15

▽
会
場
11
中

央

公

民

館

分

ま

で

▽
講
師
11
障
害
児
少
年
学
級
生
の
▽
会
場
11
実
践
女
子
大
学

▽
日
時
1
1
7
月
6
日
出
午
後
2
時

お

母

さ

ん

方

▽

申

込

み

11
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往

か

ら

▽

対

象

1
1
お
お
む
ね
55歳
以
上
の
信
用
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、

-l.-h:.ら
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ミ
4
-
n
,
h
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...
 
w
 .
. b
 ..
 i-
i
•
-
_
,
9
-
·
-＿
言
＿
｀
＾

』11

闊
窟
睾
品
拳
警
品
了
プ
ニ
豊
累
登
鵡
一

一
11

障
害
者
青
年
学
級
で
は
、
毎
ワ
ー
プ
ロ
講
師
と
し
て
、
一
※
交
涌
費
程
度
の
若
干
の
謝
礼
[

一
月
第2•
第
4

金
曜
日
の
午
後
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
あ
り
。
"

ご
＇
時
＼

9
時
に
中
央
公
民
館
で
は
、
ぜ
ひ
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
▽
申
込
み
先
11
中
央
公
民
館
一

，
ワ
ー
プ
ロ
を
勉
強
し
て
い
ま
▽
募
集
人
数
1
1
若
干
人

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

-

-

▽
ワ
ー
プ
ロ
機
種
11
東
芝
ル
ポ

i

而
す
。

r.-u.C-=h.ユ
p
.
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ー
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＇
~
ミ
弓
―
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,＇ 

▽
対
象
1
1
乳
幼
児
と
親
、
関
心
の

あ
る
方

市
内
4
会
場
で

磨，
．

．

．

 
縁

唸

血

蝙

想

圃

銅

▽

問

合

せ

先

11
生
涯
学
習
課
6
内

線
鵡

翠、モ育て

「
サ
ー
ク
ル
・
団
体
活
動
文
化

施
設
一
覧
表
」
を
次
の
と
お
り
無

料
配
布
し
ま
す
。

こ
の
一
覧
表
に
は
、
サ
ー
ク
ル

・
団
体
の
活
動
施
設
（
市
内
公
共

施
設
）
の
使
用
方
法
な
ど
を
掲
載

※
ひ
の
児
童
館
と
共
催
。

以
上
い
ず
れ
も
▽
申
込
み
先

II

中
央
公
民
館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

方
10人
※
お
孫
さ
ん
同
伴
可

▽
費
用

IIloo円
（
材
料
費
）

▽
持
ち
物
1
1
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

三
角
布実

践
女
子
大
学
で
公
開
市
民
講
座

〈
試
み
〉
と
し
て
の
宮
沢
賢
治

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
回
（
例
、
第

1
回
と
第

2
回）

を
、
返
信
用
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
実
践
女
子
大
学
公
開
市
民

講
座
係

(-T191大
坂
上
4
の
1
の

1
C
8
5
.
0
3
2
0
)

へ

の
話
を
聴
い
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
助
言
を
受
け
た
り
し
て
、
子

育
て
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
場

で
す
。
気
軽
に
会
場
へ
お
い
で
く
郵
政
省
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
さ
い
。

貯
金
に
こ
協
力
を
い
た
だ
い
た
方

▽
日
程
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り
が
、
全
国
で
2
千
万
人
を
超
え
ま

▽
時
間
1
1
午
前
9
時
30分
i
1
1時
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か

※
行
事
等
の
都
合
で
日
時
を
変
更
ら
感
謝
し
ま
す
。

す

る

場

合

が

あ

り

ま

す

（

日

野

郵

便

局

）
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サ
ー
ク
ル
・
団
体
活
動
文
化
施
設
一
覧
表

1
5
日
か
ら
中
央
公
民
館
な
ど
で
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
・
団
体
活
動
の
資
料

と
し
て
、
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
開
始
日
1
1
6
月

15日
出

▽
配
布
場
所
11
市
役
所

5
階
生
涯

学
習
課
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図

書
館
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

※
部
数
が
少
な
い
た
め
、
こ
希
望

の
方
は
お
早
め
に
。

▽
問
合
せ
先
1
1
生
涯
学
習
課
6
内

線

532

'
ー̀
,
1
・

'

_
 

ー

9← 

魯
辻
翌
鼻

I : 

！ 

本だつ

新
し
く
入

▽
中
川
一
政
い
の
ち
弾
け
る
／
．

中
川
一
政
二
玄
社

▽
ウ
ィ
ニ
ン
グ
・
ボ
ー
ル
を
君
に

山
際
淳
司
実
業
之
日
本
社

▽
茶
ご
こ
ろ
近
藤
道
生
新
潮

社
▽
日
本
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
社
会
駒

井
洋
編
明
石
書
店

▽
弁
護
士
と
い
う
人
び
と
浜
辺

陽
一
郎
三
省
堂

▽
詐
欺
と
ペ
テ
ン
の
大
百
科
カ

ー
ル
・
シ
フ
ァ
キ
ス
青
土
社

▽
毘
虫
に
学
ぶ
木
村
滋
工
業

調
査
会

▽
心
は
な
ぜ
苦
し
む
の
か
岸
田

秀
毎
日
新
聞
社

▽
ポ
ケ
ベ
ル
大
好
き
木
宮
健
史

郎
エ
ー
ル
出
版
社

▽
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
と
蓮
如

大
谷
鴫
順
岩
波
新
書

▽
江
戸
時
代
古
地
図
を
め
ぐ
る

山
下
和
正

N
T
T出
版

▽
の
の
字
も
の
が
た
り
田
村
義

4
月
6
日
・

7
日
に
有
明
テ
ニ

ス
の
森
公
園
A
コ
ー
ト
で
行
わ
れ

た
東
京
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
。

公開市民講座日程表

童話の試み
～賢治童話案内

実践女子大学教授

栗原敦氏

但み〉としての宮沢賢治
～思想・文学・信仰
宮沢賢治の音楽

大妻女子大学教授

杉浦 静 氏

ほか

うに会t̂
退よよし

連
城
三
紀

也
朝
日
新
聞
社

▽
虹
の
八
番
目
の
色

彦

幻

冬

舎

▽
英
語
に
な
っ
た
ニ
ッ
ポ
ン
小
説

青
山
南
集
英
社

▽
も
の
は
言
い
よ
う
嫁
姑
内
海

好
江
光
文
社

▽
そ
の
日
の
吉
良
上
野
介
池
宮

彰
一
郎
新
潮
社

▽
帰
っ
て
来
た
木
枯
し
紋
次
郎

笹
沢
左
保
新
潮
社

▽
プ
ロ
ン
テ
姉
妹
と
そ
の
世
界

フ
ィ
リ
ス
・
ベ
ン
ト
リ
ー
新

潮
文
庫

，

▽
恋
の
お
告
げ
ブ
ル
ー
ス
・
パ

ー
マ
ー
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ノ
ヴ
ェ

ル
ズ

▽
雨
滴
抄
白
州
正
子
世
界
文

化
社

（
中
央
図
書
館C

8
1
.
7
3
5
4
)
 

こ
の
大
会
の
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の

部
で
、
昨
年
の
市
民
体
育
大
会
の

覇
者
、
雨
宮
耕
造
さ
ん
（
写
真
・

1

列
目
右
端
）
が
強

豪
・
廣
岡
孝
通
選

の
に

都

ン

手

を

6
ー
2
で
敗

京

5
っ
て
優
勝
。
都
の

東
ン
ア
マ
チ
ュ
ア
テ
ニ

が
ャ
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ん
チ
に
な
り
ま
し
た
。

ス

雨

宮

さ

ん

は

優

二
勝
カ
ッ
プ
、
都
知

さ宮

テ

事

杯

ほ

か

を

獲

雨
ア
得
。
さ
ら
に
フ
ロ

リ
ダ
・
テ
ニ
ス
親

善
誓
へ
招
待
さ

の

和
平
マ

れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

南
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一、

3
月
15日
号
に
続
き
、
本
欄
で

は
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

の
答
申
の
要
旨
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

4
、
啓
発
の
課
題

こ
み
の
出
し
方
、
分
別
の
仕
方

が
守
ら
れ
て
い
る
か
、
リ
サ
イ
ク

ル
ヘ
の
関
心
が
高
い
か
そ
う
で
な

い
か
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
市
民

に
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
日
野
市
の
行
っ
て

い
る
啓
発
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
広

報
ひ
の
」
に
依
存
し
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。
常
時
、
オ
レ

ン
ジ
ボ
ッ
ク
ス
（
不
燃
物
用
）
に

は
可
燃
物
が
約

7
%、
グ
リ
ー
ン

ボ
ッ
ク
ス
（
可
燃
物
用
）
に
は
不

燃
物
が
7
i
1
0％
の
割
合
で
混
ざ

る
が
、
こ
れ
は
啓
発
の
課
題
で
あ

る
。
一
方
、
情
報
の
受
け
手
で
あ

る
事
業
者
、
市
民
に
お
い
て
も
、

啓
発
を
有
効
に
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

今
後
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
徹
底
し
た
分
別
が

必
要
で
あ
り
、
啓
発
は
ま
す
ま
す

重
要
な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。
広

報
の
量
、
質
、
形
態
な
ど
を
繰
り

返
し
検
討
し
、
市
民
や
事
業
者
の

参
加
を
も
っ
て
実
効
あ
る
啓
発
に

腐
心
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
知

ら
せ
る
内
容
は
こ
み
の
出
し
方
や

分
別
の
仕
方
の
み
で
な
く
、
こ
み

問
題
が
こ
ん
に
ち
環
境
問
題
と
結

び
つ
く
国
民
的
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
提
起
し
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

八
行
政
の
責
務
＞

イ
、
分
か
り
や
す
い
知
ら
せ
方

①
文
宇
中
心
の
広
報
の
み
で
な

く
、
視
覚
に
訴
え
る
も
の
で
、

9-),
＇l-
i

-

L

 

壁
な
ど
に
張
れ
る
保
存
版
の
チ
す
る
。

ラ
シ
な
ど
を
配
布
す
る
。
③
社
会
人
講
師
制
度
に
こ
み
・

②
何
を
、
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
の
テ
ー
マ
を
組
み

に
出
す
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
込
み
、
推
進
員
や
ク
リ
ー
ン
セ

き

り

と

知

ら

せ

る

。

ン

タ

ー

の

職

員

が

出

向

い

て

話

③
団
体
や
市
民
の
活
動
、
情
報
を
す
る
機
会
を
多
く
つ
く
る
。

な
ど
も
掲
載
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
④
家
庭
教
育
事
業
、
青
少
年
教

情
報
紙
を
発
行
す
る
。
育
事
業
、
成
人
教
育
事
業
の
な

④
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
な
か
に
、
こ
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
テ

ど
特
に
啓
発
の
必
要
な
場
所
ヘ
ー
マ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。

は
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で
へ
、
施
設
見
学
会
の
開
催

あ

る

。

こ

ど

も

、

一

般

市

民

、

事

業

ロ
、
啓
発
媒
体
を
豊
か
に
者
な
ど
を
対
象
に
施
設
見
学
会

①
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
シ
ン
ボ
ル
マ
を
開
催
し
、
現
状
を
理
解
す
る

ー
ク
を
制
定
し
、
収
集
車
な
ど
た
め
の
機
会
と
す
る
。

に

表

示

を

す

る

。

卜

、

地

域

へ

の

働

き

か

け

②
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
分
か
り

F
J
み
の
現
状
、
減
量
や
リ
サ

や
す
く
表
示
を
す
る
。
イ
ク
ル
の
施
策
を
伝
え
る
た
め

③
包
装
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
に
、
ま
た
、
市
民
の
意
見
や
情

し
、
事
業
者
に
協
力
を
求
め
る
。
報
の
収
集
、
施
策
へ
の
積
極
的

④
視
力
障
害
者
の
た
め
に
、
点
参
加
を
求
め
る
た
め
に
行
政
は

字
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
地
域
へ
出
向
き
、
話
し
合
い
の

る

。

場

を

持

つ

。

⑤
広
報
車
を
活
用
す
る
。
八
市
民
の
責
務
＞

⑥
啓
発
用
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
イ
、
自
己
啓
発
・
相
互
啓
発

を

す

る

。

市

や

消

費

者

団

体

の

開

催

す

ハ
、
情
報
の
収
集
と
提
供
る
講
座
や
施
設
見
学
会
に
積
極

市
民
や
団
体
の
意
識
や
活
動
的
に
参
加
し
、
自
己
啓
発
や
相

の
内
容
を
情
報
収
集
し
、
市
民
互
啓
発
に
努
め
る
。

が
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
八
事
業
者
の
賣
務
＞

き
る
よ
う
に
条
件
整
備
を
す
る
。
イ
、
事
業
所
内
に
お
け
る
啓
発

二
、
ご
み
減
量
週
間
の
設
置
国
の
機
関
や
都
、
市
で
作
成

市
民
参
加
の
容
易
な
実
施
メ
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
積
極
的

ニ
ュ
ー
を
盛
り
込
ん
だ
こ
み
減
に
掲
示
す
る
。

量
週
間
を
設
置
し
、
推
進
員
の
口
、
建
物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理

協
力
を
得
て
、
週
間
の
目
的
や
者
の
責
務

実
施
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
を
地
域
共
同
住
宅
、
と
り
わ
け
ワ
ン

の
人
々
に
伝
達
す
る
。
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者

ホ

、

環

境

教

育

の

推

進

ま

た

は

管

理

者

は

、

市

の

発

行

①
教
育
の
場
で
は
、
各
学
年
で
す
る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

発
達
段
階
に
応
じ
た
i
J

み
・
環
な
ど
を
居
住
者
に
配
り
、
t
J

み

境
教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
情
の
出
し
方
や
分
別
の
仕
方
が
守

報
交
換
の
場
を
設
け
る
。
ら
れ
る
よ
う
啓
発
に
努
め
る
。

②
環
境
副
読
本
や
、
i
J

み
・
リ
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

サ

イ

ク

ル

の

補

助

教

材

を

充

実

リ

サ

イ

ク

ル

課

）

短

期

的

な

課

題

と

し

て

の

施

策

の

展

開

ー
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I 2 3 4 5 6 
8 9 10 11 12 13 
15 16 17 18 19⑳ 
22 23 24 25 26 27 
29 30 JI 

1996年（平成8年） 6月15日

第897号 て°‘ (8) 

市役所
代表電話

霊85-1111

募集職種・受験資格及び採用予定者数

健婦の資格取得
方または日野市
定める日までに
資格を取得見込
の方

※保漣婦 1は平成8年度採用予定者、1呆健婦2は平成9年度採用予定者。

平
成

8
年
度
及
び

平
成

9
年
度
採
用

保
健
婦
を
募
集

■日
野
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み

る
会
・
映
画
会
「
マ
ヤ
の
一
生
」

▽
日
時
・
会
場
1
1
6月
15日
午
後

2
時
ー
3
時
40分
・
・
・
七
生
公
会
堂

/
3
0日
午
前
10時
1
1
1時
40分
と

午
後
2
時
ー
3
時
40分
・
・
・
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
▽
費
用
11前
売
り
圃

円
、
当
日
800円
▽
問
合
せ
先
11次

田

(
6
9
3
.
4
3
3
7
)

■川
嶋
勇
治
写
真
展

「
デ
ィ
ン
ギ
ー
の
詩
（
う
た
）
」

▽
日
時
1
1
6月
1
8
日
ー
30日
午
前

10時
ー
午
後

5
時
※
24日
は
除
く

▽
会
場
11高
幡
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
※
白
黒
20点
▽
問
合
せ
先
1
1
川

嶋

(
6
9
3
.
7
7
8
4
)

逗
もよおし

6
4
•
3
2
4
1

内
線
3
0
0
8
)

、
1

‘
●
「
劇
団
ひ
の
」
第
55回
公
演
II

オ

ズ
の
ま
ほ
う
つ
か
い
IJ

▽
日
時
・
会
場
1
1
6
月
22日
午
後

2
時
と
6
時
：
・
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
／
30日
午
前
10時
30分
と
午
後

2
時
：
・
・
七
生
公
会
堂
▽
費
用
11
前

売
り
900円
、
当
日

990円
※

5
歳
未

満
無
料
▽
問
合
せ
先
11同
劇
団
事

務
所

(
6
8
4
.
3
4
3
6
)

●
立
体
裁
断
の
講
習
会

、

｀

▽
日
時
1
1
6月
26日
午
後
6
時
1

9
時
▽
定
員
1120人
※
年
齢
・
性

別
不
問
▽
費
用
11500
円
▽
会
場
・

申
込
み
先
1
1
東
京
ト
フ
ィ
・
ク
リ

エ
イ
ト

(
6
8
1
.
2
3
4
7
)

■学
習
会
「
蛍
の
飛
ぶ
水
べ
を
」

▽
日
時
1
1
6月
29日
午
後
2
時
1

4
時
▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
講
師

11荻
野
昭
氏
▽
問
合

せ
先
11
渋
谷
(
6
8
4
.
5
8
8
8
)

▽
締
め
切
り
は
1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。
な
お
、
締

め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
紙
面

の
都
合
に
よ
り
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
古
衣
料
ほ
か
▽
問
合
せ
先
1
1
①

同
会
高
幡
方
面
（
立
川
6
9
3
.
6

9
7
8
)
／
②
同
会
八
王
子
方
面

（
松
島
6
8
3
.
5
8
2
6
)

・

「
ア
ン
ボ
ン
で
な
に
が
裁
か
れ

た
か
」

1
兄
・
日
出
雄
を
語
る

I

▽
日
時
11
6
月
30日
午
後
1
時
30

分
ー

4
時
▽
会
場
11生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
講
師

11片
山
舜
氏
▽

費
用
11300
円
▽
問
合
せ
先
11
日
野

の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松
尾

6
9
1
.
2
5
6
6
)
 

■第
49回
老
年
学
公
開
講
座

■
「
G
A
M
A
1月
桃
の
花
」
上

高

齢

者

の

骨

折

を

防

ぐ

た

め

に

映

会

▽
日
時
1
1
6月
21日
午
後
1
時
15

■多
摩
友
の
会
「
友
愛
セ
ー
ル
」

▽
日
時
1
1
6月
30日
午
後
2
時
か

分
ー
4
時
30分
▽
会
場
11国
分
寺
▽
日
時
・
会
場
11①
6
月
29日
午
ら
▽
会
場
11
八
王
子
労
政
会
館
▽

市
立
い
ず
み
ホ
ー
ル

(
J
R
中

央

前

10時
30分
1
1
1時
30分
・
・
・
北
野
内
容
11沖
縄
戦
の
実
相
を
伝
え
る

線
西
国
分
寺
駅
南
口
）
▽
定
員
11

町
会
会
館
／
②
7
月
2
日
午
前

10

▽
費
用
11
千
400円
▽
問
合
せ
先
II

先
着
370人
▽
問
合
せ
先
11醐
東

京

時

1
1
1時
・
：
八
王
子
信
用
金
庫
子
三
多
摩
地
域
上
映
を
成
功
さ
せ
る

都
老
人
総
合
研
究
所
(
6
0
3
.
3
9

安
支
店
▽
内
容
11
手
作
り
菓
子
、
会
（
有
賀
6
8
5
.
7
1
1
8
)

ー・
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平
成
8
年
度
及
び
平
成
9
年

度

市

立

総

合

病

院

臨
時
職
員
募
集

採
用
の
保
健
婦
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格
・
採
用
予
定
者
数
1
1

別
表
の
と
お
り

▽
提
出
書
類
11①
所
定
の
試
験
申

込
書
（
市
役
所
4
階
職
員
課
、
七

生
・
多
摩
平
両
支
所
で
配
布
）
②

最
終
学
歴
の
卒
業
（
ま
た
は
見
込

み
）
証
明
書
と
成
績
証
明
書
③
資

格
取
得
（
ま
た
は
見
込
み
）
証
朗
書

▽
応
募
方
法
11
7
月
1
日
1
5日

午
前
9
時
1
正
午
・
午
後
1
時
1

4
時
に
市
役
所
4
階
職
貴
課
へ
持

参
※
郵
送
・
代
理
の
申
し
込
み
不

可▽
試
験
日

11作
文

・
面
接
…

7
月

7
日
／
健
康
診
断
…
11日

▽
問
合
せ
先
1
1
職
員
課
6
内
線

441

▽
職
種

11理
学
療
法
士

▽
募
集
人
員
11
若
干
人

▽
応
募
資
格
1
1
理
学
療
法
士
の
資

格
者
で
、
お
お
む
ね
35歳
く
ら
い

ま
で
の
健
康
な
方

▽
勤
務
日
時
ii原
則
と
し
て
月
曜

ー
金
曜
日
午
前
8
時
30分
ー
午
後

5
時
（
面
談
に
よ
り
決
定
）

▽
勤
務
内
容

11リ
ハ
ビ
リ
業
務

▽
給
与
1
1
千
420円
（
時
給
）

▽
待
遇
11交
通
費
全
額
支
給
、
被

服
貸
与
、
社
会
保
険
あ
り

▽
応
募
方
法
11履
歴
書
（
写
真
恋

付
）
と
資
格
書
（
写
し
）
を
市
立

総
合
病
院
（
多
摩
平

6
の
1
の
1

6
8
1
.
2
6
7
7
)
へ
持
参

■初
夏
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
日
時
1
1
6月
30日
午
後
6
時
1

9
時
▽
会
場
1
1
陽
沢
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
費
用
11千
円
（
飲
み
物
付
き
）

▽
問
合
せ
先

11ひ
ま
わ
り
（
菊
池

6
9
1
.
3
6
2
2
)
 

■
「第
9
回
公
民
館
ま
つ
り
」
の

ビ
デ
オ
上
映
会
と
編
集
学
習
会

▽
日
時
・
内
容
1
1
7月
14日
午
前

10時
＼
正
午
・
・
・
上
映
会
／
午
後
1

時
＼
4
時
：
ビ
デ
オ
編
集
の
学
習

会
▽
会
場
1
1
中
央
公
民
館
※
同
ま

つ
り
の
ビ
デ
オ
撮
影
を
さ
れ
た
方

は
、
ぜ
ひ
連
絡
を
▽
問
合
せ
先
II

日
野
遊
i
n
g
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

（東
6
8
1
.
4
4
6
2
)

0
ふ
る
さ
と
博
物
館
ア
ル
バ
イ
ト

募
集

▽
職
種
11企
回
展
の
監
視
ほ
か
▽

対
象
1
1
1
8
歳
以
上
で
考
古
学
ま
た

は
博
物
館
に
関
心
が
あ
る
方
3
人

▽
勤
務
日
1
1
7月
2
日
ー
9
月
1

日
（
週
2
日
程
度
）
▽
賃
金
11時

給
830円
（
交
通
費
支
給
）
▽
申
込

み
1
1
6
月
22
日
ま
で
に
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
を
ふ
る
さ
と
博
物

館
（
神
明
4
の
16の
1
6
8
3
.
5

1
0
0
)
へ
持
参
※
1
7
日
は
除
く

■市
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▽
職
種
1
1
監
視
員
、
事
務
貴
ほ
か

▽
対
象
1
1
1
7
歳
1
4
0歳
く
ら
い
の

明
る
＜
健
康
な
方
▽
期
間
11
7
月

12日
1
8月
31日
午
前
8
時
30分

ー
午
後
5
時
30分
▽
面
接
1
1
6月

20日
午
後
5
時
か
ら
、
ま
た
は
26

凡
ごあん伍9

日
午
後
6
時
か
ら
市
民
プ
ー
ル
事

務
室
で
※
履
歴
書
（
写
真
赤
付
）

の
持
参
を
▽
申
込
み
11
6
月
25日

ま
で
に
電
話
で
ひ
の
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
6
8
2
.
3
1
3
6
)
へ

●
障
害
者
（
児
）
通
所
訓
練
施
設

「
虹
の
家
」
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▽
所
員
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
30歳
く
ら
い
ま
で
の
女

性
l
人
（
学
生
可
）
。
週
3
日
（
火

曜
・
水
曜
・
金
曜
日
）
午
前
9
時

ー
午
後
4
時
※
詳
細
は
面
談
で
▽

問
合
せ
先
11
同
所
（
深
谷

6
8
7
.

2
9
3
7
)
 

●
高
幡
不
動
尊
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

ゆ
か
た
娘
撮
影
会

▽
日
時
1
1
6月
23日
午
前

10時
ー

午
後

2
時
30分
（
雨
天
の
場
合
は

30日）

▽
集
合
場
所
11
高
幡
不
動

尊
五
重
の
塔
下
※
昼
食
は
持
参
を

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
連
合
会
（
吉
田
6
8
1
.
2

4
0
7午
後
7
時
以
降
）

●
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
い
ま
、
沖
縄
か
ら
学
ぶ
…
▽
日

時
1
1
6月
22
日
1
7月
13日
の
毎

週
士
曜
日
午
後
7
時
1
9時
▼
卜

ラ
ベ
ル
芙
会
話
▽
日
程
1
1
6月
24

日
1
7月
15日
の
毎
週
月
曜
日
▼

は
じ
め
て
ワ
ー
プ
ロ
教
室
▽
日
時

II
①
6
月
25日
1
2
7日
午
前
10時

¥IE午
②

7
月
3
日
1
5日
午
後

7
時
1
9時
▼
復
習
ワ
ー
プ
ロ
教

室
▽
日
時
11
6
月
25日
ー
27
日
午

後
1
時
30分
ー
3
時
30分
▼
日
本
、

韓
国
の
近
代
史
を
学
ぶ
旅
▽
日

程
1
1
8月
20日
＼
25日
▽
行
き
先

11
ソ
ウ
ル
ほ
か
▽
費
用
11
16
万
8

千
円
▼
％
夏
期
事
業
▼
自
然
と
共

ゑスポ—ツ
同
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
／
．
佐
渡
・

外
海
府
▽
日
程
1
1
8月
2
日
1
6

日
▼
｀
ネ
イ
チ
ャ
ー
ハ
イ
ク
・
尾
瀬

▽
日
程
1
1
8月
6
日
ー
8
日
▼
わ

ん
ば
く
臨
海
学
校
南
伊
豆
・
子
浦

▽
日
程
11
8
月
7
日
1
9日
▼
バ

ン
ガ
ロ
ー
で
が
ん
ば
ろ
う
山
梨
・

丹
波
▽
日
程
1
1
8月
20日
ー
22日

▼
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
▼
カ
ヌ
ー
講
習

会
▼
ア
ク
テ
ィ
ブ
キ
ッ
ズ
※
費

用
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー
（
6
8
2
.
3
1
3
6
)

■多
摩
テ
ッ
ク
「
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン
プ
ー
ル
」
ご
招
待
デ
ー

▽
6
月
29日
ー

7
月
7
日
、
広
親

ひ
の

6
月
15
日
号
を
持
参
の
方

は、

5
人
ま
で
入
園
・
プ
ー
ル
遊

泳
料
が
無
料

(
1人
1
回
限
り
）

※
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
を
除
く
▽

問
合
せ
先
1
1
日
野
市
観
光
協
会
C

市
役
所
内
線
204

●
日
野
市
女
性
社
会
事
業
協
会

事
業
説
明
会

▽
日
時
11
7
月
4
日
午
後
2
時
i

3
時
30分
▽
会
場
11第
2
武
蔵
野

台
地
区
セ
ン
タ
ー
※
会
員
制
の
有

償
助
け
合
い
活
動
の
会
。
市
民
は

男
女
を
問
わ
ず
会
員
に
な
れ
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
同
協
会

(
6
8
5
.

0
0
6
5
)
 

●
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
大
会

▽
日
時
1
1
6月
30日
午
前
8
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11南
平
体
育
館
▽

種
目
11
女
子
の
部
、
混
合
の
部
（
試

合
中
女
子
が

2
人
以
上
い
る
こ

と
）
※
ー
チ
ー
ム
は
4
ー
7
人
▽

費
用
1
1
1人
500円
▼
主
将
会
議
II

6
月
23
日
午
後
6
時
30分
か
ら
南

平
体
育
館
で
▽
申
込
み
1
1
費
用
を

添
え
て
主
将
会
議
で
▽
問
合
せ
先

11
日
野
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

（
元
岡
6
9
3
.
2
1
4
3夜
間
）

■ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

▽
日
時
・
会
場
11①
6
月
9
日
・

23日、

7
月
7
日
午
前
10時
ー
正

午
…
仲
田
小
体
育
館
／
②

6
月
23

日、

7
月
7
日
・

14日
午
後
2
時

¥
4時
：
八
小
体
育
館
▽
種
目
11

ミ
ニ
テ
ニ
ス
（
仲
田
小
は
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
も
実
施
）

▽
対
象
1
1
小
学

生
以
上
▽
費
用
11100円
（
保
険
料
）

※
直
接
会
場
へ
。
掴
導
は
体
育
掴

導
委
員
▽
問
合
せ
先
11①
（
山
田

6
8
3
.
4
5
5
8
)
／
②

（
冨
迫

6
9
3
.
2
1
3
5
夜
間
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
学
生
練
習
会

▽
日
時
1
1
6月
16日、

7
月
21日

午
後
1
時
＼
4
時
▽
会
場
11
三
沢

中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
申
込
み
11
当

日
会
場
で
▽
問
合
せ
先
1
1
島
崎

(
6
8
1
.
4
8
8
0夜
間
）

〶
中
学
校
体
育
施
設
開
放
7

月
分

利
用
袖
選
会

▽
日
時
1
1
6月
20日
①
体
育
館
・
・
・

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3

時
③
校
庭
…
4
時
④
ナ
イ
タ
ー

（
一
中
、
二
中
、
七
生
中
、
三
中
、

四
中
）

．．． 

6
時
▽
会
場
11市
役
所

5
階
505会
議
室
▽
資
格
11
各
登
録

団
体
の
構
成
貴
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▽
問
合
せ

先
1
1
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

■第
2
回
合
気
道
演
武
会

▽
日
時
1
1
6月
30日
午
後
2
時
ー

4
時
30分
▽
会
場

11南
平
体
育
館

▽
問
合
せ
先
11日
野
市
合
気
道
連

盟
事
務
局
（
斉
藤
6
8
2
.
1
6
3

6
)
 

唖
市
民
体
育
大
会

i
少
年
野
球

▽
日
程
11
7
月
14日
か
ら
毎
週
日

曜
日

(
7月
20日
の
祝
日
は
実
施
）

▽
会
場
11
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ

か
▽
対
象
1
1
小
学
生
チ
ー
ム
（
小

4
以
上
）
と
中
学
生
チ
ー
ム
※
い

ず
れ
も
学
校
区
単
位
で
構
成
▽
費

用
1
1
1チ
ー
ム
2
千
円
（
主
将
会

議
で
徴
収
）
▽
申
込
み
1
1
6月
21

日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
▼

主
将
会
議
▽

6
月
24日
午
後

6
時

30分
か
ら
市
役
所

5
階
505会
議
室

で
※
受
け
付
け
は
午
後
5
時
30分

か
ら
。
必
ず
出
席
を
▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
541

〶
着
衣
泳
体
験
教
室

▽
日
時
1
1
7月
21日
午
後
5
時
30

分
ー
6
時
45分
▽
会
場
11市
民
プ

ー
ル
▽
対
象
11
泳
カ

25店
以
上
で

中
学
生
以
上
の
市
民
▽
定
員
1135

人
▽
申
込
み
11
7
月
8
日
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
教
室

名
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒
191神
明

1
の
12の
1
)
へ
▽
問
合
せ
先
II

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

屯
児
童
水
泳
教
室

▽
日
時
1
1
7月
22日
ー
27日
午
前

10時
ー
11時
30分
▽
会
場
1
1
市
民

プ
ー
ル
▽
対
象

11詠
力

5
店
以
下

の
小
学
生
▽
定
員
11
30人
▽
費
用

11
入
場
料
毎
回
100
円
▽
申
込
み
11

7
月
8
日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
‘

電
話
番
号
、
学
年
、
教
室
名
を
記

入
し
、
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

(-T191神
明
1
の
12

の
1
)
へ
▽
間
合
せ
先
11
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
C
内
線
542

〶
初
心
者
水
泳
教
室

▽
日
時
1
1
7月
22日
ー
28日
午
後

5
時
30分
＼
6
時
45分
▽
会
場
11

市
民
プ
ー
ル
▽
対
象
1
1
泳
力
10討

以
下
で
中
学
生
以
上
の
市
民
▽
定

員
1135人
▽
申
込
み
1
1
7月
8
日

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

教
室
名
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒
191

神
明
1
の
12の
1
)
へ
▽
問
合
せ

先
11ス
ボ
ー
ツ
振
興
課
6
内
線
542

■健
康
体
操
サ
ー
ク
ル

▽
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
▽
毎
週
木

曜
日
午
後
7
時
ー
8
時
40分
の
自

由
な
時
間
帯
に
二
中
体
育
館
な
ど

で
※
見
学
歓
迎
▽
会
費

11月
2
千

円
▽
問
合
せ
先
11井
上

(
6
8
1
.

6
6
8
2
)
 

■混
声
合
唱
団

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
き
わ
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
ー
9
時

に
国
立
市
民
会
館
な
ど
で
▽
費
用

11
月
3
千
円
▽
問
合
せ
先
11佐
藤

(
6
9
4
.
4
4
0
4
)
 

■ス
ー
パ
ー
レ
デ
ィ
ス
・
ク
ラ
プ

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

▽
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
30分
ー

4
時
30分
に
コ
ニ
カ
体
育
館
な
ど

で
※
コ
ー
チ
指
導
有
り
▽
費
用
11

月
2
千
500円
▽
問
合
せ
先
11鈴
木

(
6
8
1
.
1
3
6
5
)
 

■フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク
ル
「
オ

リ
ー
ブ
の
会
」

▽
毎
週
月
曜
日
午
前
10時
30分
i

11時
30分
に
コ
ニ
カ
体
育
館
な
ど

で
▽
内
容
1
1
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
▽
費

用
11入
会
金
千
円
、
月
2
千
円
▽

問
合
せ
先
11白
仁
田

(
6
8
1
.
5

3
3
2
)
 

■大
正
琴
「
富
友
の
会
一

▽
毎
月
第1
•

第
3

木
曜
日
午
後

1
時
＼
4
時
に
鶉
沢
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
▽
費
用
1
1
1回
千
円
※

初
回
無
料
。
見
学
自
由
▽
問
合
せ

先
11き
た
い

(
6
8
1
.
1
1
4
3
)

市
民
税
．
都
民
税
は
、
第
ー
期
納
期
内

に
全
期
分
を
前
納
す
る
と
前
納
報
奨
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
納
税
課
）

密
〗


